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当
委
員
会
は
、
文
化
財
保
護
条
例
の
規
定
に
よ
っ
て
、
昭
和
三
十
九
年
八
月
二
十
日
に
長
野
県
宝
三
件

。
長
野
県
史

跡
四
件

。
長
野
県
天
然
記
念
物
二
件
の
指
定
を
し
、
続
い
て
十

一
月
二
十
六
日
に
長
野
県
史
跡
二
件
の
指
定
を
し
た
。

さ
ら
に
、
昭
和
四
十
年

一
月
十
四
日
に
長
野
県
宝
七
件
、
二
月
二
十
五
日
に
長
野
県
宝

一
件

。
長
野
県
史
跡
七
件

・
長

野
県
天
然
記
念
物
二
件
を
そ
れ
ぞ
れ
指
定
し
た
。

こ
れ
は
、
そ
の
調
査
報
告
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
文
化
財
の
理
解
に
役
立
せ
る
た
め
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
た

だ
し
、
柴
宮
銅
鐸
ほ
か
七
件
は
調
査
担
当
者
の
つ
ご
う
に
よ
っ
て
含
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れ
て
い
な
い
。
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指
定
お
よ
び
刊
行
に
あ
た
っ
て
は
、
多
く
の
人
び
と
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
が
、
特
に
地
元
の
市
町
村
教
育
委

員
会
、
所
有
者
の
方
々
か
ら
多
大
な
ご
配
意
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
専
門
委
員
の
諸
先
生
に
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
、
調

査
し
て
い
た
だ
き
、
執
筆
し
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
機
会
に
感
謝
申
し
上
げ
る
も
の
で
あ
る
。
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林
部
は
、
一月
の
張
り
、
肘
張
り
も
大
き
く
、
総
じ
て

木

造

観

音

|キ

薩

立

像

14 7"1釈 llJ l力 1米坐像 (側耐1)

所
在
の
場
所
　
大
町
市
大
字
人
町
字
九
日
町
　
金
原
元
獄
氏
蔵

」父
　
　
　
通
　
人
糸
線
信
濃
人
町
駅

幅
広
く
安
定
し
た
像
容
を
つ

く
り
、
こ
れ
に
複
雑
な
納
衣

の
衣
惰
を
装
飾
的
に
刻
ん
で

い
る
。
こ
の
衣
綱
に
は
や
は

り
通
常
の
木
彫
像
と
は
お
の

ず
か
ら
こ
と
な

っ
た
異
風
が

あ
り
、
太
目
の
縄
状
の
衣
文

を
刻
な
、
そ
の
辺
に
石
彫
ら

し
い
特
色
が
感
じ
ら
れ
る
。

制
作
は
お
そ
ら
く
南
北
朝

の
も
の
と
お
も
わ
れ
、
県
下

に
数
す
く
な
い
石
彫
如
来
像

の
古
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る

作
品
で
あ
る
。



法
量
　
像
高
は
　

一
六

一
・
五
鮮
、
頂
―
顎
　
一二
四

・
八
鮮
、
髪
際
―
顎
　
一
一
丁

四

鮮
、
面
幅
　

一
〓
Ｔ

四
鮮
、
面
奥

一
八

・
二
膨
、
肘
張
四
八

・
八
鮮
、　
一裾
張

　

一一一八

・

八
膨

ぼ
さ

つ
り
ゆ
う
そ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」́
う
け

い

ほ
ぼ
等
身
の
菩
薩
立
像
で
あ

っ
て
、
現
状
の
像
容
は
高
髪
を
い
た
だ
き
、
正

面
し
、
一人
冠
台
を
あ
ら
目
に
刻
み
、
そ
の
下
方
の
地
髪
を
ま
ば
ら
彫
り
と
し
、
天

で
を
膵
け
、
熱
認
が
左
一月
か
ら
右
腰
下
の
勢
の
側
面
に
か
け
て
長
目
に
か
け
、

裳
を
つ
け
、
両
手
は
屈
臀
し
て
胸
前
で
右
方
第

一
、
二
指
を
捻
じ
、
左
方
は
持

物
を
執
る
か
た
ち
、
腰
を
や
や
左
に
ひ
ね
り
、
右
膝
を
ゆ
る
め
、
右
足
を
や
や

外
方
に
踏
み
出
し
て
立
つ
。
両
耳
上
に
は
巻
き
髪
を
螺
形
に
あ
ら

わ

し

て

い

る
。
材
は
ケ
ヤ
キ
材
、　
一
木
彫
成
、
漆
箔
、
頭
頂
は
天
冠
台
の
卜
端
で
横
に
切

っ
て
、
こ
れ
に
高
髪
を
矧
ぎ
ら

け
、
ま
た
木
心
は
ほ
ぼ
中
心
に
こ
め
る
。
面
相

部
は
中
性
割
り
矧
い
で
玉
眼
を
入
れ
る
。
こ
の
さ
い
頭
部
の
内
劉
り
を
お
こ
な

っ
た
も
の
と
お
も
わ
れ
、
服
部
に
は
内
創
り
が
発
見
さ
れ
な
い
。
左
右
の
腕
と

も
肘
を
矧
ぐ
が
、
臀
内
の
天
衣
は
本
然
と
共
木
か
ら
つ
く
る
。
左
足
裏
に
柄
冗

を
う
が
ち
、
髪
部
墨
彩
、
外
部
は
厚
手
の
胡
粉
下
地
に
漆
箔
を
施
こ
す
。

髪

と
両
手
肘
か
ら
先
を
後
補
し
、
ま
た
造
立
の
当
初
は
当
然
本
然
を

一
材

か
ら
彫
出
し
て
ま

っ
た
く
内
割
り
を
ほ
ど
こ
さ
ず
、
し
た
が

っ
て
彫
眼
で
あ

っ

た
も
の
を
、
中
世
面
相
部
を
大
き
く
、
厚
手
に
割
り
は
な
し
、
両
眼
を
引

っ
て

玉
眼
を
嵌
入
し
て
い
る
の
で
や
や
原
容
を
損
じ
て
い
る
が
、
元
来
異
風
の
あ
る

古
像
で
あ

っ
て
、
制
作
は
十
世
紀
初
頭
を
降
る
ま
い
。
信
州
に
あ

っ
て
は
、
長

野
市
西
条
の
清
水
寺
の
諸
像

（千
手
観
音
、　
聖
観
青
、
地
蔵
書
薩
各
立
像
。
重
要
文

化
財
）
と
な
ら
ぶ
木
彫
の
古
像
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

現
状
の
高
髪
は
ヒ
ノ

キ
材
で
、
た
け
は
高
い
が
上
方
の
や
せ
細

っ
た
形
の
つ
た
な
い
も
の
で
、
鎌
倉

期
の
菩
薩
像
の
地
方
作
に
問
々
見
受
け
ら
れ
る
手
の
も
の
で
あ
り
、
元
来
は
、

・５
　
木
造
観
音
書
薩
立
像

（正
面
）



太
目
の
堂
々
た
る
高
警
が
彫
り
出
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
天
冠
台
は
、

丸
の
み
で
荒
目
に
刻
み
、
そ
の
彫
り
口
に
は
前
記
清
水
寺
の
聖
観
音
に
似
通
う

風
が
あ
る
。
面
相
は
総
じ
て
や
や
伏
眼
に
つ
く
り
、
近
世
玉
眼
を
加
え
、
漆
箔

を
あ
ら
た
め
た
さ
い
に
若
干
刀
を
加
え
た
と
お
ぼ
し
く
、
唇
な
ど
も
当
初
の
す

る
ど
い
し
の
ぎ
を
失

っ
て
い
る
も
の
と
お
も
わ
れ
る
が
、
側
面
か
ら
み
た
肉
ど

り
の
重
厚
さ
な
ど
に
は
や
は
り
平
安
古
像
の
趣
が
の
こ
っ
て
い
る
。
玉
眼
を
入

れ
た
さ
い
に
、
む
し
ろ
両
眼
の
み
ひ
ら
き
が
減
じ
て
お
だ
や
か
な
目
鼻
だ
ち
に

つ
く
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
れ
は
県
内
観
音
寺

（長
野
市
信
更
町
）

の
重
要
文
化
財
十

一
面
観
音
立
像
の
ば
あ
い
と
同
様
で
あ
る
。

こ
の
像
の
特
色
の
い
く
つ
か
を
あ
げ
て
み
よ
う
。
第

一
は
そ
の
材
質
で
あ

っ

て
、
ケ
ヤ
キ
材
は
各
地
に
そ
の
例
が
あ
る
が
、
土
地
の
材
を
用
い
た
も
の
と
思

わ
れ
、
木
像
の
ば
あ
い
も
同
様
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
元
来
堅
緻
な
材
で

あ
り
、
し
か
も
内
釧
り
を
お
こ
な
わ
な
い
堅

固

な

構

造
の
も
の
で
あ

っ
た
か

ら
、
こ
れ
だ
け
に
像
容
が
保
存
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
両
手
の
肘
よ
り
先
の

桐
竹
鳳
凰
文
透
彫
奥
社
脇
立

法
量

（各
）
縦
七
四

・
七
膨
、
横
三
二

・
〇
膨
、
厚
さ

一
・
〇
膨

ヒ
ノ
キ
材
、
透
彫
、
彩
色
お
よ
び
漆
箔
、
上
方
に
は
雲
を
配
し
、
中
段
に
は

そ
れ
ぞ
れ
桐

・
竹
に
と
ま
る
対
面
す
る
鳳
凰
を
配
し
、
下
方
に
土
坂
と
波
を
お

く
。
雲
に
は
未
彩
が
残
り
、
鳳
凰
は
冠
を
朱
毛
描
、
翼
群
青
彩
、
桐
お
よ
び
竹

は
胡
粉
地
緑
青
お
よ
び
白
緑
彩
、
下
方
の
土
坂
は
群
青
彩
、
波
は
胡
粉
彩
と
す

前
膊
な
い
し
手
先
は
、
元
来
矧
ぎ
寄
せ
ら
れ
て
い
た

も

の

と

考
え
ら
れ
る
か

ら
、
こ
れ
ら
が
後
補
さ
れ
た
の
は
不
思
議
で
な
い
が
、
普
が
何
故
今
日
の
も
の

に
あ
ら
た
め
ら
れ
た
の
か
は
い
さ
さ
か
不
可
解
で
あ
る
。

天
冠
台
の
ざ
ん
ぐ
り
と
む
し
ろ
無
雑
作
な
彫
り
日
、
そ
の
下
方
の
地
髪
の
形

制
や
、
両
耳
を
お
お
う
蝶
善
に
似
た
巻
き
髪
の
形
制
な
ど
が
、
い
ず
れ
も
清
水

寺
聖
観
音
立
像
に
似
て
い
る
の
は
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
両

肩

の
張

り
が
つ
よ

く
、
加
え
て
下
腹
の
あ
た
り
を
つ
よ
く
し
ぼ
る
モ
デ
リ
ン
グ
の
風
に
も
共
通
す

る
特
色
が
み
と
め
ら
れ
る
。

こ
の
像
の
ば
あ
い
、
条
品
を
左
肩
か
ら
右
側
の
腰
下
に
懸
け
て
、
そ
れ
が
幅

ひ
ろ
く
右
腰
の
側
面
を
お
お
う
さ
ま
を
つ
く

っ
て
い
る
の
は
古
風
で
、
県
下
に

こ
の
例
は
他
に
み
あ
た
ら
な
い
。
衣
文
は
、
元
来
か
な
り
切
れ
味
の
よ
い
つ
よ

い
も
の
で
あ

っ
た
ろ
う
と
お
も
わ
れ
る
が
、
総
じ
て
漆
箔
を
更
め
た
さ
い
に
こ

の
切
れ
味
を
減
じ
、
前
面
両
膝
の
間
に
刻
ま
れ
た
渦
文
や
、
両
膝
下
の
裳
に
刻

ま
れ
た
い
わ
ゆ
る
翻
波
の
衣
櫂
も
す
る
ど
さ
を
減
じ
て
い
る
。

所
在
の
場
所
　
飯
山
市
大
字
端
穂
字
蓮
池
　
小
菅
神
社

交
　
　
　
通
　
長
野
電
鉄
線
木
島
駅

る
。
下
地
板
箔
押
。

い
ず
れ
も
ヒ
ノ
キ
の
厚
板
を
用
い
て
透
彫
と
し
、
鳳
鳳

。
桐

・

肉
彫
。

裏
面
に
墨
書
が
あ
り
、
竹
文
分
は

「
天
文
拾
五
年
八
月
　
日
」

文
分
は
こ
の
裏
板
が
ヒ
ノ
キ
材
、
後
補
の
も
の
と
替
り
、
こ
れ
に

竹
文
と
も
高

と
あ
り
、
桐

「
是

ハ
奥
社



16 桐鳳凰文透彫奥社脇立17 竹鳳凰文透彫奥社脇立

脇
立
」
の
墨
書
が
あ
る
。

や
や
説
明
を
加
え
る
と
、
銘
文

の
示
す
よ
う
に
、
小
菅
神
社
奥
社

の
脇
立
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た

も
の
で
、
ヒ
ノ
キ
材
の
厚
板
を
用

い
て
、
桐

・
竹
に
鳳
鳳
、
お
よ
び

土
披
や
水
流
な
ど
を
高
肉
彫
に
あ

ら
わ
し
、
地
板
は
漆
箔
、
透
彫
の

部
分
は
極
彩
色
と
し
た
も
の
、
意

匠
は
な
か
な
か
豪
宕
で
あ

っ
て
、

特
に
竹
鳳
風
文
の
方
は
、
二
幹
の

竹
の
う
ち

一
方
の
折
れ
曲

っ
た
竹

幹
に
、
後
方
を
ふ
り
か
え
る
鳳
風

を
あ
ら
わ
し
た
意
匠
は
卓
抜
で
あ

り
、
放
胆
な
中
に
よ
く
写
意
を
尽

し
て
い
る
。
意
匠
と
い
い
、
彫
技

と
い
い
、
ま
さ
し
く
桃
山
期
の
特

色
の
顕
然
た
る
も
の
で
、
住
年
の

奥
社
の
結
構
を
し
の
ば
し
め
る
。

ち
な
入
に
現
存
す
る
小
菅
神
社

の
奥

社
本
殿

一
棟

（昭
和
三
卜
九

年
重
文
指
定
）

は
四
間
、　
四
――――
、

入
母
屋
造
、
妻
入
り
の
も
の
で
山



頂
の
岩
屋
に
お
さ
め
て
そ
の
前
方
を
懸
崖
造
り
と
し
、
い
か
に
も
修
験
の
本
堂

ら
し
い
風
格
を
示
す
建
造
物
で
あ

っ
て
、　
内
部
に
は
三
基
の

宮
殿

（ヽ
７
２

一基

板
絵
着
色
観
音

三
十

三
身

図

品
質
、
形
状
等
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
第

一
面

（
八
号
）

縦
六
〇

・
二
鮮
、
横
二
六
・
五
簿
、
杉
、　
一
材
製

重
文
）
を
お
さ
め
て
い
る
が
、
そ
の
中
央
分
の
み
近
世
造
替
し

た

も

の

で
あ

ア
つ
。

所
在
の
場
所
　
飯
山
市
大
字
瑞
穂
字
蓮
池
　
小
菅
神
社

交
　
　
　
通
　
長
野
電
鉄
線
木
島
駅

像
容
は
、
輸
光
を
負
い
、
炎
髪
、
面
や
や
斜
右
向
き
、
施
衣
、
盤
を
着
け
、
両

手
を
胸
前
に
構
え
て
横
笛
を
吹
奏
す
る
形
、
両
肩
に
翼
、
左
膝
を
曲
げ
て
そ
の

足
裏
を
あ
ら
わ
し
、
右
足

に
重
心
を
支
え
て
立
つ
。

焔
髪
緑
青
彩
、
両
翼
白

緑
、
衣
朱
、
黄
土
彩
等
、

地
色
胡
粉
彩
。

一装
面
墨
書

（迦
楼
羅
）八

②
第
二
面

（十

一
号
）

縦
六
〇

・
二
鮮
、
横
二
六
。
四
薄
、
杉
、

像
容
は
剥
落
が

い
ち
じ
る
し
く
、

た
なご
ころ

面
、
六
臀
、
真
手
は
胸
前
に
　
掌

は
各
日
輪
、
月
輪
を
捧
げ
、
条
吊
、

緑
青
彩
残
る
。

裏
面
墨
書

一
材
製
。

あ
ま
り
定
か
で
な
い
が
、　
災
髪
、
三

を
合
せ
て
印
を
結
び
、
脇
手
中
上
段
分

裳
を
つ
け
て
立
つ
。
肉
身
朱
彩
、
衣
に

21 阿修羅図裏  20 迦楼羅図異

18 迦楼羅図19 阿修羅図



小
菅
三
十
三
身

（異
筆
）
　
　
（殿
）
　
（異
筆
）

「
田
中
　
　
国
」
　

「
十

一
」

（
阿
修
羅
身
）

（上
方
左
隅
）

０
　
第
三
面

（十
二
号
）
　
縦
六
〇
・
三
鮮
、
横
二
六
・
五
鮮
、
杉
、　
一
材
製

像
容
は
、
円
光
を
負
い
、
花
冠
を
頂
き
、
髪

を
両

肩

に
垂
れ
、
面
斜
右
向

き
、
広
袖
の
抱
衣
に
裳
を
着
け
、
両
手
は
胸
前
で
団
一扇
を
執
り
、
天
衣
を
両
側

に
垂
下
、
荷
葉
座
に
立
つ
。
毛
描
墨
描
、
衣
に
緑
青
、
胡
粉
等
残
る
。
右
肩
下

り
の
彩
色
の
剥
落
が
著
し
い
。

裏
面
墨
書

応
永
十
二
年
知
月
十
二
日

（異
筆
）

性
俊
　
　
　
　
十
二

浄
慶
　
　
　
　
　
明
春

道
払

④
第
四
面

（十
三
号
）
縦
六
〇

・
一
鮮
、
横
一
一六

■
ハル

杉
、
現
状
二
枚
矧

（左
右

そ
れ
ぞ
れ
別
の
主
題
の
も
の
を
近
世
後
に
接
合
せ
る

も
の
、
左
片
横
八
・
六
霧
）

右
片
の
ほ
ぼ
中
央
に
正
面
す
る
像
を
描
く
、
創
落

い
ち
じ
る
し
く
、
像
容

は
あ
ま
り
定
か
で
な
い
が
、
配
椎
の
樹
を
の
上
に
響
々
を
か
け
た
ご
と
く
に

み
え
、
印
相
は
不
明
。
左
片
は
さ
ら
に
損
傷
し
て
わ
ず
か
に
衣
櫂
の

一
部
を

見
得
る
の
み
。
右
片
に
朱
、
自
緑
等
わ
ず
か
に
判
明
す
る
。

（マ
譲

面
墨
童
口

（異
筆
）

壇
那
見
法
　
　
十
三

応
永
十
二
年郊

月
十
日

（以
上
右
片
）

応
永
十
二
年
卯
月
吉
Ｈ
信
甲

千
田
七
郎
国

（
以
上
左
片
）

25 不明I剰裏   24 弁才天図裏

22 弁才天図23 不明図



⑤
第
五
面

（十
六
号
）
縦
五
九
・
八
薄
、
横
二
六
・
〇
鮮
、
杉
、　
一
材
製

像
容
は
大
ぶ
り
の

者

に
円
形
輪
宝
様
の
髪
飾
二
箇
、
天
冠
台
上
正
面
に
蓮

台
付
宝
珠
、
髪
を
両
一月
に
垂
れ
、
広
袖
、
鰭
袖
付
抱
衣
を
着
け
、
面
斜

右

向

き
、　
左
手
は
腹
前
で
持
物

（華
篭
か
）
を
執
り
、　
右
手
胸
前
、
腰
紐
を
腰
下
に

垂
ら
し
、
荷
葉
座
に
立
つ
。

肉
身
は
岱
緒
か
、
衣
に
胡
粉
、
朱
、
緑
青
、
台
座
に
朱
彩
等
残
る
。

裏
面
墨
書童

女

木
阿
林

（
異
筆
）

十
六

③
第
六
面

（十
七
号
）
縦
六
〇

。
一
詳
、
横

一
七

七
勝
、　
杉
、
二
枚
矧

（左
側
矧

木
横
二

・
六
群
）

像
容
は
剥
落
し
て
あ

ま
り
定
か
で
な
い
が
、

冑
を

い
た

だ
き
、
広

袖
、
甲
を
着
け
、
腹
に

獅
噛
を
あ
ら
わ
し
、
腰

甲
に
亀
甲
文
を
描
く
。

面
や
や
右
向
き
か
、
両
手
で
鉾
の
柄
を
握
る
形
、
緑
青
、
朱
な
ど
残
る
。

一異
面
墨
書

右
片
に

「
十
七
」
と
あ
る
ほ
か
不
明
。

０
第
七
面

（十
一
号
）
縦
六
〇
二
一鮮
、
横
二
三
・
一
ル
、　
杉
、
１
枚
矧

（右
片

横
九
・
六
鮮
）

異
な
っ
た
二
枚
を
矧
付
け
た
も
の
で
、
両
片
と
も
剥
落
い
ち
じ
る
し
く
、
右

片
は
天
部
形
像
の
元
来
右
片
と
覚
し
く
、
戟
を
執
る
右
腕
と
天
衣
の
一
部
が
判

然
す
る
の
み
、
左
片
は
円
光
を
負
う
ほ
か
像
容
を
あ
き
ら
か
に
し
が
た
い
。

一長
面
墨
書

綸璧
□

手
け
〒
憲
舗

天
大
将
軍
身
　
　
応
永
十
二
季
知
月

廿

一　
　
　
異
筆
”以
上
左
片
）

29天部図異 28童女図裏

響化 買ι
以
上
イi
り|

27 天部図 26 童女図
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③
第
八
面

（十
二
号
）
縦
六
〇

。
一
鮮
、
横
二
六
・
四
鮮
、
杉

元
来

一
材
の
も
の
、
割
れ
て
二
片
と
な
る
。

30 天大将軍身図32 小二身図 31 毘沙門図

35小工身図裏 34毘沙門図裏 33天大将軍身図裏

毘
沙
門
天
立
像
、
円
光
を
負
い
、
天
冠
台
を
つ
け
、
面
斜
左
向
き
、
瞑

目
、
口
を
閉
じ
、
広
袖
、
甲
を
着
け
、
腹
に
獅
噛
を
あ
ら
わ
し
、
左
手
は

あ
げ
て
宝
塔
を
さ
さ
げ
、
右
手
腰
脇
、
沓
を
は
い
て
荷
葉
座
に
立
つ
。
天

冠
台
お
よ
び
宝
塔
箔
押
し
、
広
袖
に
朱
、
ほ
か
に
朱
、
緑
青
彩
の

一
部
残

スつ
。一異

面
墨
書

こ
す
け
の
三
十
三
志
ん

妙
孝
女

　

（異
筆
）

吐
沙
門
　
　
満
足
女
　
　
十
二

０
第
九
面

（十
三
号
）

（右
片
横
一Ｔ

八
鮮
）

像
容
は
、
円
光
を

負
い
、
帽
を
い
た
だ

き
、
面
斜
右
向
き
、

抱
衣
を
着
け
、
両
手

掌
を
内
に
し
て
胸
前

に
構
え
、
沓
を
は
い

て
円
権
座
に
立
つ
。

彩
色
は
刺
落
し
て

胡
粉
地
の
ほ
か
定
か

で
な
い
。

縦
六
〇

・
＾
一諄
、



二
枚
矧
の
う
ち
右
片
は
当
初
の
矧
木
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

裏
面
墨
書こ

す
け
三
十
三
身

小
王
身
　
　
　
　
普
応
永
十
二
年
知
月
五
日

曇
■

⑩
第
十
面

（十
六
号
）
縦
六
〇
・
四
藤
、
横
一
一六
・
五
藤
、
杉
、
一
材
製

39婆羅円身図裏 38宰官身図裏

像
容
は
、
円
光
を

負
い
、
老
相
、　
髪

に
花
飾
を
つ
け
、
髭

髯
、
抱
衣
を
つ
け
、

両
手
胸
前
に
笏
を
構

え
、
沓
を
は
い
て
荷

葉
座
に
立
つ
。

朱
、
自
緑
、
岱
緒

等
残
る
。

一装
面
墨
書こ

す
け
三
十
三
身

（異
筆
）

十
六

応
永
十
二
季
・知
月
七
日
　
士
口
田
　
太
□
郎

宰
官
身

０
第
十

一
面

（十
七
号
）
縦
六
〇

・
三
群
、
横
二
六
・
一
鮮
、
杉
、　
一
材
製

像
容
は
、
円
光
を
負
い
、
頭
部
か
ら
面
相
は
剥
落
し
て

ほ

と

ん
ど
不

明
、
広
袖
の
柄
衣
を
着
け
、
両
手
を
胸
前
、
袖
内
に
包
ん

で
あ

ら

わ
さ

ず
、
沓
を
は
い
て
立
つ
。

彩
色
緑
青
、
岱
緒
、
未
、
線
な
ど
残
る
。

一異
面
墨
書

婆
羅
門
身
　
　
　
明
用

（異
筆
）

十
七

36 宰官身図37 婆羅門身図
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②
第
十

一
面

（廿
八
号
）
　

縦
六
〇

。
一
鮮
、　
横
二
六

・
五
藤
、
杉
、　
一
材

裂̈
（中
央
縦
割
れ
）

び
　
く
ぎ

よ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　
さ

像
容
は
、
円
光
を
負
い
、
比
丘
形
、
柄
衣
に
袈
裟
を
か
け
、
面
斜
左
向
き
、

両
手
胸
前
、
左
掌
内
、
右
掌
を
外
に
し
、
荷
葉
座
に
立
つ
。

彩
色
、
胡
粉
、
緑
青
等
わ
ず
か
に
残
る
。

一異
面
墨
書

応
永
十
二
季
知
月
十
二
日（異

筆
）

本
栖
入
道
　
　
　
　
　
□
□

□
□
□
　
　
　
　
　
　
十
八

０
第
十
二
面

（十
九
号
）
縦
六
〇

・
一
鮮
、
横
二
六
・
七
鮮
、
杉
、　
一
材
製

像
容
は
、
彩
色
が
か
な
り
剥
落
し
て
明
ら
か

で
な

い
が
、
円
光
を
負

い
、
比
丘
形
、
柄
衣
に
袈
裟
を
か
け
る
形
の
よ
う
で
面
斜
左
向
き
、
右
手

は
胸
前
で
掌
を
仰
い
で
立
つ
。
彩
色
胡
粉
、
墨
の
ほ
か
定
か
で
な
い
。

一異
面
墨
書

比
丘
足（異
筆
）

十
九

ｍ
第
十
四
面

（肝
）

像
容
は
、
円
光
を

負
い
、
面
斜
左
向
き

頭
巾
を
い
た
だ
き
、

納
衣
に
袈
裟
を
か
け

る
形
の
よ
う
で
、
両

手
胸
前
に
構
え
て
立

つ
。
彩
色
剥
落
。

裏
面
墨
書

応
永
十
二
季
知
月
七
日
　
善
秀

43比丘図裏  42比 丘形図裏

40 比丘形図41 比丘図
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46比丘尼身図裏

47 増長身図裏
44 比丘尼身図45 増長身図

（
異
筆
）

片
ｍ
第
十
五
面

（リー十
二
号
）

縦
六
〇

。
一
ル
、
横
一
一六
■
二
藤
、
杉
、　
一
材
製

（中
央
左
寄
り
縦
割
れ
）

像
容
は
、
面
斜
左
向
き
、　
著

に
花
飾
を
つ
け
、
瞑
日
、
口
を
閉
じ
、

広
袖
、
甲
を
着
け
、
腹
獅
噛
、
腰
甲
に
亀
甲
文
を
描
き
、
右
手
腰
脇
に
刀

の
柄
を
握
り
、
左
手
は
刃
に
副
え
て
立
つ
。
彩
色
胡
粉
、
墨
線
等
。

一異
面
墨
書

増
長

（異
筆
）

升
二懸

早
、
越
後

こ
れ
ら
の
板
絵
は
、
観
童

二
十
三
身
を

描

い
た

も

の

で
、
法

華

経

第
観
世
音
普
薩
普
門
品
に
よ
る
と
、
観
音
の
摂
化
は
無

方

で
あ

っ
て
、

宜
に
し
た
が

っ
て
、
健
批
、
朧
対
健
射
ヽ
赳
蹴
射
Ч
燎
ゴ
射
ヽ
献
緯
射
Ч

身
、
童
目
天
女
身
の
三
十
三
身
を
示
現
し
、
度
す
べ
き
も
の
は
こ
と
ご
と
く
度

脱
す
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
人
慈
、
大
悲
の
権
化
で
あ
る
観
世
音
普

薩
の
徳
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ

っ
て
、
そ
の
絵
画
に
お
け
る
作
例
は
か
な
ら
ず

し
も
珍
ら
し
く
は
な
い
が
、
こ
の
よ
う
に
板
絵

一
兵
と

し

た

も

の
は
す
く
な

甕
セ長
χ
曇:是:

身え婦
ふ身χ天万｀ 女i ｀ 身え

迦
か身え宰よ ｀
楼る ｀ 官λ大
羅
ら童ぢ身え自
身え男先 ｀ 在｀ 身χ婆ば天
緊ぇ ヽ 羅ら身
那
な
童与門力 ｀

羅
ら
女i ttχ 天

身え身え ｀ 大

語:51ilI

曇i醤↓だ。11び｀
家 丘く洪

人た ん`尼に門カ
身え夜
や
身え身え｀

叉*｀  ｀

各|[::::i
ぶI歿え曇:募:
岡l;阿あ夷

い ん`
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小
菅
神
社
は
、
今
日
馬
頭
観
計
の
平
安
末
の
古
像
も
伝
陛
し
て
い
て
、
古
く

か
ら
観
青
信
仰
の
地
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
板
絵
の
伝
世
す
る

こ
と
に
不
思
議
は
な
い
が
、
果
し
て
い
か
な
る
用
途
に
用
い
い
れ
た
も
の
か
は

つ
ま
び
ら
か
に
し
が
た
い
。

元
米

一
面
に
各

．
怖
、
三
卜
三
な
い
し
三
十
三
面
の

一
共
が
あ

つ
た
も
の
と

お
も
わ
れ
る
が
、
現
存
す
る
の
は
卜
五
面
で
、
内
卜
三
、
十

一
、
十
三
号
の
三

面
は
補
修
の
さ
い
に
左
右
異
な

っ
た
残
片
を
適
宜
矧
き
あ
わ
せ
て
各

一
面
と
し

銅

製

鰐

[]

こ
の
鰐
日
は
、
面
径
二

一
韓
、
一肩
部
の
径
二
三
上
（
鮮
、
肩
部
の
厚
み
五
ｉ
（

ル
、
縁
部
の
厚
ム
六
二

，
。

外
区
最
大
厚
な
Ｌ
ｉ
（^
ル
、　
内
区
厚
ム
ヘ
。
一
ル
、
年
の
付
根
幅
．ｔ
・五
ル
、

同
高
さ
二
・五
ル
、
同
穴
の
径

一
・四
Ｆ
、
日
の
内
法
径
三
―．
一虐
、　
唇
基
部
の

厚
な
●
・五
ル
、
日
の
開
き

一
二

鮮
、
吊
金
共
総
重
さ
四
‥ｆ
一五
免
で
、
　
比
較

的
小
形
の
占
銅
製
鰐
日
で
あ
る
。

描
座
は
ほ
と
ん
ど
ま
減
し
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
蓮
準
文
で
あ

っ
た

よ

う

で
、
わ
ず
か
に
そ
の
輪
郭
を
残
し
て
い
る
。

推
座
区
、
内
―ス‥
、
銘
帯
の
三
区
は
そ
れ
ん
ヽ
二
条
の
隆
起
し
た
圏
線
で
区
切

っ
て
い
る
。
叩
は
山
高
の
四
角
形
に
近
い
形
を
な
し
、
断
面
は
半
月
形
で
、
左

右

‐ＦＩＩ
を
共
に
し
た
い
わ
ゆ
る
片
画
交
″
式
で
、
左
は
表
向
き
、
右
は
裏
向
き
に

て
い
る
の
で
、
こ
れ
る
を
分
離
す
る
と
計
十
八
面
分
が
伝
性
し
て
い
る
こ
と
に

な
る
。
い
ず
れ
も
杉
の

一
枚
板
に
胡
粉
下
地
、
彩
色
を
施
し
た
も
の
で
、
彩
色

は
多
く
刺
落
し
て
墨
描
の
下
絵
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
が
多
い
が
、
中
で
比
較
的

保
存
の
よ
い
も
の
で
み
る
と
、
描
線
は
の
び
や
か
で
手
な
れ
て
お
り
、
室
町
初

期
の
仏
画
と
し
て
み
る
べ
き
も
の
を
示
し
て
い
る
。
作
者
を
あ
き
い
か
に
し
え

な
い
の
は
残
念
で
あ
る
が
、
裏
面
の
墨
書
に
よ
り
応
永
卜
二
年
卯
月
の
制
作
と

知
ら
れ
る
の
は
貴
重
で
あ
る
。
県
下
に
は
こ
の
種
板
絵
の
遺
例
は
少
な
く
、
お

そ
ら
く
そ
の
現
存
最
古
の
遺
例
で
あ
ろ
う
。

所
在
の
場
所
　
下
伊
那
郡
阿
南
町
字
西
条
　
早
稲
田
神
社

」父
　
　
　
通
　
飯
田
線
温
川
駅

な

っ
て
い
る
。

目
は
円
形

で
、
そ
の
突
起
は
低
く
、
そ
れ
に
連
な
る
唇
の
突
出
ま
た
少
く
、

そ
の
断
面
は
半
円
形
を
な
し
、
古
様
に
形
制
さ
れ
て
い
る
。

製
作
年
代
は
、
表
面
の
銘
帯
に
、
上
部
中
央
か
わ
右
方

へ

7Lf

喜
寺
ノヽ

48 鋼製鰐 ll(側 1面 )
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宮

一
左
方

へ

「
正
応
三
年
五
月
廿
三
日
勧
進

法

橋

党

舜
」
と
陰
刻
し
て
あ

っ

て
、
鎌
倉
時
代
中
期
の
作
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
形
制
ま
た
こ
れ
に
相
応
じ
て
い

２一
。寄

進
者
で
あ
る
覚
舜
の
こ
と
と
、
岩
宝
十
八
王
子
官
に
つ
い
て
は
、
そ
の
伝

を
失
い
全
く
不
明
で
あ
る
。
寄
進
後
八
王
子
官
に
か
け
つ
る
さ
れ
て
い
た
よ
う

で
、
両
耳
に
は
鎖
お
よ
び
曲
り
釘
が
そ
の
ま
ま
付
属
し
て
い
る
。

鰐
口
は
南
北
朝
時
代
か
ら
室
町
時
代
初
期
に
か
け
て
在
銘
の
も
の
は
県
内
に

多
く
所
在
す
る
が
、

こ
の
鰐
口
の
よ
う
に
古

い
も
の
は
、
人
町
市
木
舟
の
安
貞

の
銘
記
あ
る
鉄
製
鰐
国
以
外
に
今
の
と
こ
ろ
見
出
せ
な
い
。

49 銅製鰐 H拓影
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鋼

製

壺
〓

板

こ
の
雲
板
は
、
青
銅
製
で
、
頂
か
ら
裾
ま
で
の
総
長
四
〇
・五
鬱
、　
頂

部
の
幅
二

一
・
八
蘇
、
腰
幅
三
六
・五
鮮

（外
縁
を
含
め
る
と
三
七
・五
諄
）
、

身
の
厚
み
〇
・四
五
諄
、
縁
の
厚
み
○
・八
五
鮮
、
吊
手
穴
の
径

一
豊
一膨
、

撞
座
の
径
八
・八
諄
、
撞
座
の
高
さ
〇
・五
六
ル
の
片
面
式
雲
板
で
あ
る
。

頭
部
は
頂
ま
る
く
、
左
右
の
く
び
れ
に
よ
っ
て
三
孤
を
な
し
、
い
わ
ゆ

る
二
重
鶏
頭
状
を
呈
し
て
い
る
。

腰
部
は
下
方
左
右
に
小
さ
い
く
び
れ
が
あ

っ
て
、
両
側
と
裾
で
三
孤
を

な
し
、
縁
は
子
持
縁
で
、
主
縁
は
蒲
鉾
縁
で
ゆ
る
や
か
に
傾
斜
し
、
内
方

の
子
縁
は
幅
狭
く
、
両
縁
の
接
す
る
部
分
は
凹
形
と
な

っ
て
い
る
。

吊
手
穴
は

一
箇
で
、
中
心
軸
の
中
央
鶏
頭
下
に
あ

っ
て
、
現
在
不
正
円

形
と
な

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
吊
金
に
よ
る
ま
滅
の
結
果
で
、
元
は
正
円

形
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
周
囲
に
縁
と
り
は
あ
る
が
、
素
文
で

あ
る
。

撞
座
は
身
の
下
半
部
の
裾
近
く
に
あ

っ
て
、
陽
刻
蓮
華
文
を
鋳
出
し
て

あ

っ
た
が
、
周
の
捩
形
お
よ
び
蓮
弁
が
わ
ず
か
残

っ
て
い
る
ほ
か
は
ほ
と

ん
ど
ま
減
し
て
い
る
。

制
作
年
代
は
、
吊
手
穴
下
と
撞
座
の
間
に
縦
書
で
、
次
の
如
く
三
行
に

陰
刻
し
て
あ
る
。

所
在
の
場
所
　
上
伊
那
郡
中
川
村
太
字
片
桐
字
中
村
　
実
際
寺

交
　
　
　
通
　
飯
田
線
飯
島
駅

５．
　
鋼
製
雲
板
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嘉
慶
二
祀
戊
辰

信
州
伊
那
県
賓
際
禅
寺
住
山
至
鈍
寅
之

正
月
十

一
日

嘉
慶
二
年
は
北
朝
年
号
で
、
南
朝
年
号
、

元
中
五
年

（西
紀

一
一一天
八
年
）
に
当
た
る
。

こ
の
時
賓
際
寺
住
持
至
鈍
が
新
調
し
、
こ
れ

を
同
寺
の
什
器
と
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

至
鈍
は
大
徹
と
い
い
、　
康
安
元
年

（西
紀

一
三
二
六
年
と
二
十
五
歳
で
同
郡
飯
島
の
臨
照

山
西
岸
寺
六
世
の
住
持
に
な

っ
て
、
同
寺
を

再
興
し
、
の
ち
応
安
六
年
同
寺
は
幕
府
か
ら

諸
山
の
列
に
加
え
ら
れ
、
至
鈍
ま
た
同
寺
の

規
式
を
定
め
て
後
住
の
規
範
と
し
て
い
る
。

伝
う
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
永
和
二
年
八
月

五
日
寂
滅
し
た
と
い
う
が
、

こ
の
雲
板
に
よ

れ
ば
、
嘉
慶
二
年
に
は
存
命
で
あ

っ
た
よ
う

で
、
お
そ
ら
く
永
和
三
年
規
式
を
定
め
て
、

実
際
寺
に
隠
居
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
と
に
か
く
と
し
て
、
こ
の
雲
板
は

形
制
上
か
ら
銘
記
の
年
代
と
合
致
し
て
お
り

貴
重
な
も
の
で
あ
り
、
県
内
在
銘
雲
板
中
最

も
古
い
も
の
と
し
て
珍
重
す
べ
き
で
あ
る
。
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太

刀

銘
　
為
窪
田
清
音
君
山
浦
環
源
清
麿
製
弘
化
丙
午
年
八
月
日

刃
長
八
〇
膨
、
反
り

一
・九
鮮
。

地
鉄
は
、　
板
目
の
鍛
え
が
よ
く
ね
れ
、
少

し
流
れ
心
で
あ
り
、
強
く
さ
え
て
い
る
。
刃
文
は
、
互
の
目
乱
れ
に
荒
い
沸
が

つ
き
、
金
筋
砂
流
し
が
か
か
り
、
明
る
く
さ
え
て
い
る
。
錦
地
に
二
筋
樋
が
か

き
な
が
し
て
あ
る
。
錦
造
庵
棟
、
錐
子
延
び
て
乱
れ
込
む
。
茎
は
生
ぶ
、
鑢
目

大
筋
違
い
、
先
栗
尻
、
日
釘
穴

一
箇
。

山
浦
清
麿
が
窪
田
清
音
の
た
め
に
作

っ
た
も
の
で
弘

化

三

年

（
一
八
四
工Ｃ

八
月
の
作
。
窪
田
は
、
江
戸
幕
府
の
講
武
所
の
頭
取
で
、
物
心
両
面
か
ら
の
恩

人
で
あ

っ
た
。
清
暦
は
、
こ
の
と
き
正
行
か
ら
清
麿
と
改
名
し
て
い
る
が
、
改

名
後
の
第

一
作
で
あ
る
。

所
在
の
場
所
　
松
本
市
大
字
筑
摩
字
錦
町
　
江
原
正

一
郎
氏
蔵

交
　
　
　
通
　
篠
ノ
井
線
松
本
駅

こ
の
太
刀
は
身
幅
が
広
く
、
切
先
が
の
び
、
鎌
倉
末
期
の
相
州
伝
を
ね
ら

っ

た
い
か
に
も
清
麿
ら
し
い
姿
で
あ
る
。
地
鉄
は
、
兄
真
雄
よ
り
ま
た

一
段
と
さ

え
て
、
強
く
美
し
い
。
刃
文
は
、
志
津
三
郎
兼
氏
を
ほ
う
ふ
つ
さ
せ
る
作
で
あ

アリ
。山

浦
清
麿
は
、
真
雄
の
弟
、
兄
よ
り
九
歳
遅
れ
、
文

化

十

年

（
一
八
〓
こ

三
月
に
生
ま
れ
て
い
る
。
十
七
、
八
歳
の
こ
ろ
か
ら
、
兄
の
手
ほ
ど
き
を
受
け

て
い
る
。

天

保

十

年

（
一
△
一冗
）
江
戸

へ
出
て
、
幕
府
講
武
所
頭
取
窪
田
清
音
の
ひ

護
を
受
け
、
四
谷
伊
賀
町
に
鍛
刀
場
を
ひ
ら
き
作
刀
し
た
。
当
時
人
呼
ん
で
四

谷
正
宗
と
い
わ
れ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

54太 刀拓影 (長 )
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銘
は
、
初
期
の
文
政
の
末
こ
ろ
か
ら
天
保
十
年

（
一
昼
二
九
）
こ
ろ

ま

で
一

貫
斉
秀
寿
、
山
浦
内
蔵
正
行
、
ま
た
は
秀
寿
、
天
保
十
年
か
ら
弘
化
三
年

（
一

八
四
・・．Ｃ

八
月
ま
で
山
浦
正
行
、　
源
正
行
、　
弘
化
三
年
八
月
か
ら
嘉
永

七
年

２

八
五
四
）
ま
で
山
浦
環
源
清
麿
、
源
清
麿
と
き

っ
て
い
る
。
初
期

の
も

の

を
除
い
て
、　
一
貫
し
た
作
風
を
持

っ
て
お
り
、
長
曾
根
虎
徹
と
な
ら
び
新
刀
鍛

冶
の
双
へ
き
で
あ
る
。

清
麿
は
、
兄
真
雄
と
異
な
り
、
い
ず
れ
も
藩
に
も
仕
え
ず
、
生
来
の
な
に
も

太

刀

銘
　
弘
化
四
年
丁
未
春
二
月
上
完
応
同
国
上
田
藩
河
合
直
義
君
之
需
信
濃
国

小
諸
住
山
浦
寿
昌
作
之

長
さ
九
七
・五
膨
、反
り
二
膨
。
身
幅
が
広
く
、重
も
厚
く
、
長
大
な
も
の
で

あ
る
。
地
鉄
は
、
小
板
日
、
鍛
よ
く
つ
み
強
い
。
刃
文
は
、
沸
つ
い
た
互
の
目

乱
れ
で
、
こ
の
大
ぶ
り
の
太
刀
を
地
刃
と
と
も
に

一
点
の
ゆ
る
な
な
く
鍛
上
げ

た
心
枝
に
感
嘆
の
ほ
か
な
い
。

中
心
に
銘
文
が
あ

っ
て
、　
そ
れ
に
よ
れ
ば

弘
化
四
年

（
一
八
四
七
）
二
月
上

旬
の
作
。
上
田
藩
の
剣
道
指
南
河
合
五
郎
太
夫
直
義
の
注
文
に
よ
っ
て
打

っ
た

も
の
で
あ
る
。

作
者
は
山
浦
真
雄
。
長
く
豪
壮
な
大
太
刀
を

一
点
の
破
た
ん
も
な
く
仕
上
げ

た
手
腕
は
み
ご
と
で
あ
り
、
真
雄
初
期
の
代
表
作
で
あ
る
。

山
浦
真
雄
は
、
文
化

元
年

（
一
八
〇
四
）
八
月
、　
今
の
小
県
郡
東
部
町
大
字

の
に
も
と
ら
わ
れ
ぬ
自
由
奔
放
さ
と
た
く
ま
し
い
気
迫
を
も

っ
て
、
自
分
の
作

風
を
作
り
あ
げ
た
。
し
か
し
、
四
十
二
歳
の
若
さ
で
自
刃
し
た
の
は
、
ま
こ
と

に
惜
し
む
べ
き
で
あ
る
。

現
在
も
清
麿
の
愛
好
家
は
全
国
に
お
り
、
か
れ
の
命
日
十
二
月
十
四
日
は
、

東
京
で
は
四
谷
の
宗
福
寺
に
、
東
部
町
滋
野
に
は
地
方
の
者
が
集
ま
っ
て
法
要

を
行
な
っ
て
い
る
。

所
在
の
場
所
　
上
田
市
大
字
上
田
　
河
合
平
輔
氏
蔵

交
　
　
　
通
　
信
越
線
上
田
駅

滋
野
字
赤
岩
の
郷
士
山
浦
信
友
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。

は
じ
め
、
上
田
藩
の
お
か
か
え
刀
工
川
村
寿
隆
に
鍛
刀
の
術
を
学
ん
だ
が
、

の
ち
、
天
保
十

一
年

（
一
八
四
〇
）
か
ら
弘
化
四
年

（
一
八
四
七
）
ま
で
小
諸
藩
、

嘉
永
元
年

（
一
八
四
八
）
か
ら
同
六
年

（
一
八
五
こ

ま
で
上
田
藩
、　
同
年
か
ら

慶
応
四
年

（
一
八
一ハ
八
）
ま
で
松
代
藩
で
、
そ
れ
ぞ
れ
藩
工
と
し
て
作
刀
し
た
。

明
治
三
年

（
一
八
七
〇
）
こ
ろ
子
の
兼
虎
に
家
督
を
譲
り
、　
上
田
あ
る
い
は
滋

野
で
自
適
の
生
活
を
し
、
明
治
七
年
七
十

一
歳
で
卒
し
て
い
る
。

真
雄
の
作
品
は
、
上
記
の
各
藩
時
代
な
ら
び
に
晩
年
の
作
と
の
四
期
に
分
け

ら
れ
る
。

小
諸
藩
時
代
に
は
、
太
刀
の
作
品
が
多
く
、
長
寸
で
腰
に
踏
張
り
が
あ
り
、

先
の
幅
が
落
ち
、
切
先
は
猪
首
状
で
あ
る
。
地
鉄
は
小
板
目
の
つ
ま
っ
た
強
い

鍛
え
で
あ
り
、
刃
文
は
互
の
目
に
丁
字
交
り
小
沸
で
き
の
も
の
で
あ
る
。
銘
は
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天
然
子
寿
昌
、
信
濃
国
寿
昌
と
き
り
、
表
銘
は
楷
書
、
裏
銘
は
草
書
で
あ
る
。

上
田
時
代
は
、
長
巻

・
太
刀

・
脇
差

・
短
刀
な
ど
多
く
の
種
類
の
も
の
を
作

っ
て
い
る
が
、
脇
差

・
短
刀
に
傑
作
が
の
こ
さ
れ
て
い
る
。
身
幅
が
広
く
、
が

っ
し
り
し
た
も
の
が
多
く
、
造
り
込
み
も
葛
蒲
造
の
よ
う
な
も
の
が
多
く
、
地

鉄
小
板
目
の
つ
ま
っ
た
、
っ
ょ
い
地
鉄
で
、
理
瀞
が
つ
き
激
赳

（刃
文
か
ら
地
鉄

方
↑
つ
す
い
焼
の
よ
う
な
も
の
）
や
粗
い
地
沸
が
交
わ
り
、
刃
文
は
焼
幅
が
広
く

大
互
の
日
乱
れ
で
匂
足
が
入
り
、
刃
中
に
は
山
浦
派
の
な
ど
こ
ろ
と
さ
れ
て
い

る
砂
流
し
、
金
筋
がヽ
入
り
、
美
し
い
匂
に
つ
つ
ま
れ
て
い
て
円
熱
期
に
あ
り
、

傑
作
が
多
い
。
特
に
上
田
打
の
脇
差

・
短
刀
に
は
複
雑
な
喰
違
い
の
二
筋
樋
や

棒
樋
に
添
樋
が
多
く
あ
る
。
上
田
で
の
製
作
は
五
年
間
で
あ
る
が
四
通
り
の
銘

を
き

っ
て
あ
る
。
す
な
わ
ち
正
雄
、
源
正
雄
、
山
浦
昇
正
雄
、
山
浦
昇
源
正
雄

等
表
裏
と
も
楷
書
の
も
の
が
多
い
。

松
代
藩
時
代
は
、
約
十
五
年
間
作
刀
し
て
お
り
、
遺
品
も
多
く
、
時
勢
の
要

望
で
薙
刀

。
長
巻

・
太
刀
等
長
大
な
も
の
が
多
い
。
地
鉄
は
小
板
目
の
つ
ん
だ

鍛
え
で
刃
文
は
間
の
の
び
た
互
の
目
乱
れ
の
で
き
の
も
の
が
多
い
。
中
に
は
備

前
風
の
匂
口
の
深
い
丸
味
の
あ
る
互
の
目
乱
れ
も
あ
り
、
多
く
は
粗
目
の
沸
が

つ
き
、
砂
流
し
、
金
筋
が
み
ら
れ
る
。
銘
文
は
松
代
士
真
雄
、
信
州
住
真
雄
、

山
浦
真
雄
、
遊
射
軒
真
雄
、
遊
雲
斎
真
雄
と
軒
号
や
斎
号
を
添
え
た
も
の
が
あ

る
が
表
裏
と
も
草
書
体
で
あ
る
。
文
久
四
年

（
一
八
一ハ
四
）
は
還
暦
に
当
た
り
、

翌
年
か
ら
六
十
二
隻
と
年
齢
を
書
き
加
え
る
よ
う
に
な

っ
た
。
い
わ
ゆ
る
晩
年

で
、
銘
文
も
寿
長
と
改
め
、
平
作
り
細
身
の
短
刀
を
多
く
作

っ
て
い
る
。

山
浦
家
は
だ
い
た
い
甲
州
の
武
田
に
つ
な
が
る
名
家
の
出
で
あ

っ
た
。
江
戸
時

代
の
は
じ
め
か
ら
は
、
小
諸
藩
に
属
し
、
代
々
赤
岩
地
区
の
名
主
を
つ
と
め
て

い
た
。

真
雄
は
、
十
六
歳
の
時
、
天
領
（祢
津
村
）
と
小
諸
藩
と
の
境
界
争
い
の
訴
訟

の
た
め
、
父
の
代
理
と
し
て
活
躍
し
た
と
い
わ
れ
、
そ
の
人
と
な
り
も
立
派
で

あ

っ
た
と
い
う
。
正
雄
、
真
雄
と
い
う
名
の
り
に
も
、
か
れ
の
人
格
が
う
か
が

わ
れ
る
。

か
れ
の
作
風
も
、
幕
末
水
戸
藩
に
つ
ぎ
、
い
ず
れ
の
藩
に
も
み
ら
れ
ぬ
過
酷

な
新
身
試
し
を
行
な

っ
た
松
代
藩
の
要
望
に
こ
た
え
、
四
方
詰
め
、
本
三
枚
と

い
う
非
常
に
む
つ
か
し
い
手
法
を
も

っ
て
、
な
に
も
の
に
も
く
じ
け
ぬ
強
じ
ん

で
美
し
さ
を
表
わ
し
て
い
る
。

ま
た
、
江
戸
末
期
を
飾
る
名
工
弟
清
磨
の
指
導
者
と
し
て
、
他
の
す
ぐ
れ
た

門
人
を
育
て
た
と
い
う
点
で
も
立
派
な
人
で
あ
る

５５
　
太
刀
拓
影

０
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，
職
「

太

刀

銘
　
信
濃
国
寿
昌
　
於
小
諸
藩
弘
化
二
年
二
月
作
之

刃
長
八
〇
簿
、
反
り

一
・九
諄
。

地
鉄
は
、　
小
板
目
つ
み
。
刃
文
さ
か
が
か

っ
た
互
の
目
に
、
丁
字
の
交

っ
た
乱
れ
刃
に
小
沸
が
つ
き
金
筋
が
入
り
景
色
を

添
え
て
い
る
。

銘
文
に
よ
れ
ば
、　
山
浦
典
雄
が

小
諸
藩
に
お
い
て
弘
化
二
年

（
一
人
四
五
） 所

在
の
場
所
　
墳
科
郡
坂
城
町
大
字
坂
城
字
大
門
町
　
富
山
節
氏
蔵

交
　
　
　
通
　
信
越
線
坂
城
駅
下
卓

二
月
に
鍛
え
た
も
の
。

身
幅
は
や
や
細
目
の
太
刀
で
あ
り
、
反
り
が
深
く
、
元
の
踏
張
り
が
強
く
、

鎌
倉
時
代
中
期
の
も
の
の
姿
を
し
て
い
る
。
真
雄
初
期
の
傑
作
で
あ
る
。

５６
　
太
刀
拓
影

（
表
）

５７
　
太
刀
拓
影

（裏
）
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長

野

県

史

跡
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諏
訪
大
社
上
社
前
官
神
殿
跡

一局
　
」還
　
城
　
跡

松
代

（海
津
城
）
跡

中
野
県
庁

（中
野
陣
屋
）
跡

御

影

陣

屋

跡

井

上

氏

城

跡
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諏
訪
大
社
上
社
前
宮
神
殿
跡

諏
訪
大
社
上
社
前
宮
神
殿
跡
は
、
小
町
屋
か
ら
南

へ
少
し
登

っ
た
小
段
丘
の

上
に
あ
る
。

こ
こ
は
周
囲
を
め
ぐ
る
細
道

（古
く
は
巡
幸
道
）
と
小
川
に
よ

っ
て

画
さ
れ
た

一
郭
の
平
地
で
、
後

々
ま
で
神
原
と
い
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

神
原

０
」う
ば
ら
）
は
、

諏
訪

大
社

上
社

の
大
祝
神
有
員
が
、
神
勅
に
基
づ

い
て
、
は

じ
め
て
同
社
大
祝
の
職
位
に
つ
い
て
以
来
、

文
明
十
五
年
正
月
ま
で
、
大
祝
代

々
の
居
館

の
あ

っ
た
と
こ
ろ
で
、
大
祝
の
即
位
式
お
よ

び
こ
れ
に
伴
う
儀
式
を
は
じ
め
と
し
て
、
正

月

一
日
の
手
入
神
事
、
元
且
神
拝
、
神
使
御

頭
の
差
定
、
三
日
の
御
室
神
事
、
七
草
粥
神

事
、
筒
粥
神
事
、
十
七
日
の
歩
射
神
事
、
二

脚卸［̈
瑞車脚辮い〔い」い口神っ摯Ｘ　岬

一
の
祭

り
で
あ
る
三
月
末
日
の
所
末
神
事
、
　

　

耐

と
り
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ち
ま
ｔ
　
　
　
”ロ

ニ
月
酉
の
大
御
立
座
神
事
（神
使
の
巡
幸
立
御
）
　

Ｌ

同
月
雌
な
の
神
原
人
屋
神
事
　
一二
月
丑
日
の
　
　
周

」削
宮

神

事

（外
県

・
内
県
神
使
参
座
の
儀
式
）
　

諏

三
月
卯
日

射

礼

（直
会
の
儀
式
）
三

日
辰
日

茅
野
市
大
字
官
川

信
越
線
茅
野
駅

の
面
宜
送
り
神
事
、
同
月
午
日
の
磯
並
神
事

（氏
人
等
の
繁
呂
祈
一じ

四
月
九
日

の
磯
並
神
事
、
同
日
の
前
宮
神
事
、
六
月
晦
日
の
神
原
神
事
、
七
月
十
六
日
か

ら
三
十
日
ま
で
御
射
山
で
行
な
う
御
射
山
御
狩
神
事
に
は
神
原
神
殿
の
仮
殿
を

交 所
Fli

′)

場
)重  iり「

60 諏1訪大社 L社前官五十間廊
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同
所
に
建
て
て
神
事
を
行
な
い
、
十
月
の
神
事
御
立
座
神
事
、
十
二
月
二
十
二

日
の

一
の
祭
り
で
あ
る
所
末
戸
神
事

（神
体
を
御
室
内
に
奉
安
し
て
越
年
す
る
儀
）

同
月
二
十
八
日
の
磯
並
神
事
終
了
後
左
口
神
を
御
室
社
に
納
め
る
儀
、
大
晦
日

の
御
室
な
ら
び
に
葛
井

神

事

（御
手
幣
を
納
め
る
儀
、
即
ち
神
の
御
室
入
り
の
儀
）

等

々
、
諏
訪
大
社
上
社
の
古
神
事
は
ほ
と
ん
ど
神
原
に
お
い
て
行
な
わ
れ
て
き

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
、

古
来
諏
訪
大
社
上
社
に
お
い
て
は
、
諏
訪
神
に
然
な
し
、

祝

（大
祝
を
指
し
、

諏
訪
神
の
子
孫
の
正
嫡
童
男
を
も
っ
て
大
祝
と
し
た
ｏ
）

を
も

っ
て
、　
然
と
な
す
と

の
神
勅
に
よ
っ
て
、
大
祝
を
も

っ
て
現
人
神
と
し
、
神
外
で
あ
る
大
祝
の
居
館

を
神
殿

（
）゙」ゝ
つ
ど
の
）
と
称
し
、　
神
社
の
本
殿
を

官
殿
と
い
い
、

両
者
を
区
別

′′3′ ′チノ′

2030.t, I
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し
た
。

の
ち
に
至

っ
て
、
大
祝
居
館
を
郭
外
に
お
い
て
、
ン」
れ
を
高
神
殿
と
称
し
、
大

祝
常
住
の
居
館
と
し
、
神
殿
の
神
聖
を
は
か
っ
た
が
、
文
明
十
五
年

（西
紀

一

四
昼
一一年
）
正
月
、
大
祝
継
満
が
諏
訪
総
領
の
政
満

・
官
若
丸
父
子
等
を

神
殿

に
招
致
し
て
殺
害
し
た
た
め
、
　
こ
の
け
が
れ
を
忌
み
、
　
以
後
神
殿
を
掃
地
と

し
、
神
殿
を
他
に
移
し
た
が
、
祭
儀
は
依
然
こ
の
神
原
を
中
心
に
行
な

っ
た
。

こ
の
事
は
、
い
わ
ゆ
る
上
代
の
祭
政

一
致
の
姿
を
残
し
て
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。

こ
の
神
原
は
、
東
方
の
御
門
屋
か
ら
入
る
を
正
路
と
し
、
五
十
間

（八
五
・五

メ
ー
ト
ル
）
に
四
十
間

（七
二
。四
メ
ー
ト
ル
）
の
ほ
ぼ
長
方
形
の
郭
内
に
は

神
殿

。
内
御
王
殿

。
神
殿
神
原
廊
な
ど
が
あ

っ
た
。
内
御
玉
殿
は
、
古
く
は
大
祝
職

位
式
に
つ
づ
い
て
こ
れ
を
ま
つ
る
例
で
、
ま
た
三
月
巳
の
日
殿
内
奉
安
の
神
宝

一局

」渥

跡

高
遠
城
は
、
藤
沢
川

。
三
峯
川
に
は
さ
ま
れ
た
台
地
上
に
あ
る
平
山
城
で
、

大
手
間
に
至
る
急
坂
道
路
沿
は
旧
藩
時
代
武
家
屋
敷
の
あ
っ
た
所
で
あ
る
。

坂
道
を
登
り
切
っ
た
右
側
に
高
い
石
垣
が
残

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
大
手
門

の
あ
っ
た
辮
夕
の

一
部
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
内
が
三
の
丸
で
、
三
の
丸
は
高
遠

高
等
学
校
の
敷
地
を
含
め
て
東
方
に
長
く
続
き
、
東
端
に
今
日
は
な
い
が
揚
手

の
石
畳
積
み
桝
形

（内
方
に
櫓
門
、
外
向
き
に
冠
木
門
）
が
あ

つ
て
、
武
家

屋
敷

に
通
じ
て
い
た
。
藩
学
進
徳
館
は
こ
の
三
の
丸
中
央
辺
に
あ

っ
て
、
今
も
そ
の

を
拝
す
る
等
、
神
居
を
も

っ
て
取
り
扱
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
郭
内
の
南

端
に
あ
る
内
御
玉
社
が
そ
れ
で
あ
る
。

内
御
玉
社
の
奥
に
道
路
を
へ
だ
て
て
御
室
社
が
あ
り
、
神
原
郭

外

の

西

北

方
に
政
所
社

。
子
安
社
、
西
方
に
大
祝
職
位
式
を
行
な

っ
た
鶏
冠
社

（柊
官

「

楓
官
と
も
い
３

東

方

に
拍
手
社
、
神
原
の
北
方
下
段
の
池
端
に
溝
上
社
、
ま

た
東
北
方
の
離
れ
た
田
ん
ぼ
の
中
に
荒
玉
社
が
あ

っ
て
、
何
れ
も
小
さ
な
木
造

あ
る
い
は
石
造
の
祠
で
あ
る
が
、
古
く
か
ら
の
位
置
に
存
置
し
て
い
る
。
神
原

か
ら
参
道
を
わ
ず
か
登
る
と
妻
入
四
脚
間
が
立
ち
、
そ
の
奥
に
流
れ
造
り
四
間

三
面
の
社
殿
が
あ
る
。
こ
れ
が
諏
訪
大
社
上
社
の
前
宮
で
あ
る
。

こ
れ
ら
前
宮

・
神
原
を
包
含
す
る

一
帯
は
、
諏
訪
大
社
上
社
に
関
す
る
中
世

の
史
料
を
ほ
う
ふ
つ
さ
せ
る
に
充
分
な
遺
跡
で
、
諏
訪
大
社
の
特
異
な
信
仰
遺

跡
と
し
て
、
ま
た
諏
訪
大
社
の
古
い
姿
を
解
明
す
る
に
重
要
な
史
跡
で
あ
る
。

所
在
の
場
所
　
上
伊
那
郡
高
遠
町
大
字
東
高
遠

交
　
　
　
通
　
飯
田
線
伊
郡
駅

規
模
を
残
し
て
い
る
。

二
の
丸
は
三
の
丸
の
内
方
に
あ

っ
て
、
両
者
の
間
に
濠
が
あ
る
。
三
の
丸
か

ら
二
の
丸
に
入
る
に
は
こ
の
濠
に
か
か

っ
た
橋
を
渡

っ
た
が
、
今
は
濠
の

一
部

を
埋
め
立
て
て
石
垣
積
み
道
路
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。

二
の
丸
の
入
口
に
は
石
畳
で
囲
ん
だ
桝
形
が
あ

っ
て
、
濠
端
に
は
冠
木
門
、

奥
に
櫓
間
が
あ

っ
た
が
、
今
は
冠
木
門
の
礎
石
を
存
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

二
の
丸
は
本
丸
の
東

・
北

・
西
を
め
ぐ

っ
て
位
置
し
、
両
者
は
深
い
幅
広
い
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濠
に
依

っ
て
仕
切
ら
れ
て

い
て
、
本
丸
と
二
の
丸
の

濠
に
架
さ
れ
た
木
橋
で
通

じ
て
い
た
。
現
在
の
木
橋

は
後
の
も
の
で
あ
る
。

本
丸
の
人
口
は
、
濠
端
に

冠
木
門
、
そ
の
奥
に
櫓
門

を
も

っ
た
桝
形
が
あ

っ
て

桝
形
か
ら
左
右

へ
石
畳
が

延
び
て
い
た
が
、
今
は
桝

形
の

一
部
と
石
畳
の
跡
が

残
る
ば
か
り
で
あ
る
。
現

在
冠
木
間
の
位
置
に
あ
る

棟
間
は
、
高
遠
町
内
に
あ

っ
た
問
屋
間
を
移
建
し
た

も
の
で
あ
る
。

木
丸
に
は
西
北
隅
に
櫓

二
棟
、
南
東

・
西
南
の
西

隅
に
各

一」檻
ず
つ
の
櫓
が
あ
り
、

こ
れ
等
櫓

の
間
を

つ
な

い

で
塀
が
あ

っ
た

が
、
今
は
そ
の

一
つ
も
残

っ
て
い
な
い
。
現
在
西
南
隅
に
あ
る
高
い
鼓
楼
は
、

も
と
三
の
丸
揚
手
に
あ

っ
た
も
の
を
移
建
し
た
も
の
で
、
旧
高
速
城
内
の
建
造

物
中
残
存
し
て
い
る
も
の
の
唯

一
の
建
造
物
で
あ
る
。

本
丸
の
西
南

一
段
下
の

一
郭
は
笹
曲
輪
と
称
し
た
郭
の
跡
で
、
本
丸
と
濠
を

隔
て
た
南
方
の

一
郭
は
南
曲
輪
の
跡
で
、
そ
の
南
に
は
法
瞳
院
曲
輪
の
跡
が
残

っ
て
い
る
。
笹
曲
輪
に
は
二
の
丸
と
通
す
る
所
と
木
丸
と
通
ず
る
所
に
そ
れ
ぞ

れ
櫓
間
が
あ
り
、
南
曲
輪
に
は
二
の
九
と
通
ず
る
東
北
隅
に
櫓
間
が
あ

っ
て
、

法
瞳
院
曲
輸
に
は
東
方
の
馬
場
と
通
す
る
所
に
や
は
り
櫓
間
が
あ

っ
て
、　
一
名

馬
場
先
円
と
も
称
し
た
が
、
今
は
何
も
遺
構
を
残
し
て
い
な
い
。

62 高速城細張り
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63 高遠城跡指定地域図

高
速
城
は
、
天

文
年
間
諏
訪
頼
継

が
居
を
構
え
た
が

武
田
信
玄
の
た
め

攻
め
破
ら
れ
、
つ

い
で
同
十
六
年
信

玄
が
こ
れ
を
取
り

立
て
て
築
城
し
た

も
の
で
あ
る
。
弘

治
二
年
信
玄
は
そ

の
将
秋
山
信
友
を

城
将
と
し
て
こ
の

地
方
を
鎮
め
さ
せ

永
隷
十

一
年

（西

紀

一
五
六
八
）
子
勝

頼
を
城
主
と
し
、

天
正
九
年
五
郎
盛

信

（仁
科
氏
を

つ

ぐ
）

を
城
主
と
し

た
が
、
こ
れ
は
武

田
氏
に
と

っ
て
こ

の
高
遠
城
が
重
要

な
存
在
で
あ

っ
た

29



た
め
で
あ
ろ
う
。

天
正
十
年
二
月
、
繊
田
信
長
は
武
田
勝
頼
を
新
府
城
に
政
め
る

に

先

†

っ

て
、
同
信
忠
に
命
じ
高
速
城
を
攻
略
し
よ
う
と
し
、
盛
信
ま
た
よ
く
繊
田
の
大

軍
と
大
い
に
戦

っ
た
が
破
れ
、
盛
信
以
下
将
士
は
こ
こ
で
壮
烈
な
戦
死
を
遂
げ

た
こ
と
は
人
の
よ
く
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

武
田
氏
の
滅
亡
後
、
伊
那
郡
を
鎮
定
し
た
徳
川
家
康
は
、
保
科
正
直
に
同
城

を
与
え
た
が
、
天
Ｉ
十
八
年
正
直
は
家
康
に
従

っ
て
下
総
多
古
に
移
り
、
代

っ

た
毛
利
秀
頼
、
つ
い
で
京
極
高
知
は
飯
田
城
に
あ

っ
て
城
代
を
お
い
て
こ
の
地

方
を
領
知
さ
せ
た
。
慶
長
六
年
、
保
科
正
直
の
子
Ｔｌｉ
光
同
城
に
帰

り

住

し

た

が
、
正
之
の
時
会
津
に
移
り
、
寛
永
十
三
年
鳥
居
忠
春
が
城
主
に
な

っ
た
が
、

元
線
二
年
鳥
居
氏
は
改
易
と
な

っ
た
。
元
藤
四
年
内
藤
清
長
が
城
■
と
な

っ
て

以
後
は
、
そ
の
子
孫
が
代

々
城
卜
を
つ
ぎ
、
明
治
維
新
に
至

っ
た
。

高
速
城
跡
は
、
三
の
九
お
よ
び
二
の
九
に
つ
づ
く
勘
助
曲
輪
を
除
く
大
部
分

が
残
存
し
て
い
て
、
城
跡
の
規
模
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
え
が
た
い
遺
跡
で
あ

′υ
。

松
代
城

（海
津
城
）
跡

所
在
の
場
所
　
」長
野
市
松
代
町
松
代

一父
　
　
　
通
　
信
越
線
屋
代
駅
―
長
野
電
鉄
線
松
代
駅

松
代
城
は
、
松
代
町
西
北
方
に
あ
る
平
成
で
あ
る
ょ
」
の
城
は
永
藤
の
初
年
、

武
田
信
玄
が
北
信
濃
経
略
の
最
先
端
の
策
源
地
と
し
て
こ
の
地
を
相
し
、
は
じ

め
て
築
城
し
、
同
三
年

（西
紀

一
圧
六
〇
年
）
こ
ろ
完
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

信
玄
は
永
藤
四
年
九
月
卜
日
の
有
名
な
川
中
島
合
戦
に
先
き
立

っ
て
、
諸
将

と
こ
の
城
に
会
し
作
戦
を
こ
ら
し
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
北
―
‐
…
濃
出
陣
に
際

し
て
常
に
陣
城
と
し
、
そ
の
子
勝
頼
も
し
ば
し
ば
こ
こ
を
陣
城
と
し
て
い
る
。

当
時
こ
の
城
を
海
津
城
と
称
し
、
守
将
高
坂
昌
信
が
守
り
、
人

ｌｌｉ
六
年
昌
信

の
死
後
は
春
日
虎
綱
が
代

っ
て
守

り
、
人
正
卜
年

（西
紀
一
九
公

一年
）
武
田

64 松 fヽ城跡木メLll面の桝形石塁
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氏
の
滅
亡
ま
で
在
城
し
た
。
同
年
四
月
繊
田
信

長
は
そ
の
将
森
長
可
に
与
え
て
北
信
濃
を
鎮
め

さ
せ
た
が
、
同
年
六
月
信
長
の
死
後
、
越
後
の

上
杉
景
勝
こ
こ
を
手
に
入
れ
、
村
上
景
国

。
上

條
宜
順

。
須
田
満
親
等
を
順
次
城
将
と
し
て
こ

こ
に
居
ら
せ
、
北
信
の
経
営
に
当
た
ら
せ
た
。

慶
長
三
年

（西
紀

一
五
九
八
年
）
景
勝
が
会
津
に

移

っ
て
か
ら
田
丸
直
昌
、
同
五
年

か

ら

森

忠

政
、
同
八
年
か
ら
松
平
忠
輝
、
元
和
二
年
松
平

忠
昌
、
同
四
年
か
ら
酒
井
忠
勝
が
城
主
に
な
り
、

直
昌
の
四
万
石
領
知
を
最
小
高
に
、
忠
輝
の
十

四
万
石
領
知
を
最
大
高
に
こ
の
地
を
支
配
し
た

が
、
元
和
八
年

（西
紀

一
一全
〓
一年
）
真
田
信
之

が
上
田
城
か
ら
移

っ
て
城
主
と
な

っ
て

か

ら

は
、
水
内

・
高
井

。
更
級

。
埴
科
で
十
万
石
の

地
を
領
知
し
、
そ
の
子
孫
相
次
い
で
城
主
と
な

っ
た
。
同
十
代
幸
民
の
時
明
治
維
新
に
な
り
、

城
は
同
四
年
兵
部
省
の
所
管
に
属
し
た
が
、
翌

々
六
年
十
月
、
建
造
物
等
こ
と
ご
と
く
焼
失
し

、
石
塁
も
本
丸
を
残
し
て
取
り
こ
わ
さ
れ
た
。

武
田
氏
が
築
城
し
た
当
初
の
城
の
規
模
に
つ

い
て
は
詳
細
を
欠
く
が
、
慶
長
の
初
年
森
忠
政

が
城
主
で
あ

っ
た

時

（
一
説
に
田
丸
直
昌
の
時
と

化
―

65 松代城跡指定地域図
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い
う
。
）
そ
れ
ま
で
芝
土
居
で
あ

っ
た
本
丸
の
土
塁
を
石
垣
に
改
め
、
二
の
丸
、

三
の
丸
を
拡
張
修
理
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
城
修
築
に
つ
い
て
の
記

録
も
な
い
か
ら
、
そ
の
規
模
は
当
初
と
は
な
は
だ
し
い
変
改
は
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。

県
史
跡
に
指
定
し
た
本
丸
跡
は
、
石
塁
の
内
法
四
十
間
（士

Ｔ

四
メ
ー
ト
ル
）

四
方
の
方
形
で
、
四
辺
に
は
高
さ
二
間

（三

・
七
二
メ
ー
ト
ル
）
馬
踏

一
間

（
一
。

八
一
メ
ー
ト
ル
）
の
石
塁
を
回
ら
し
て
い
る
。
亨
保
二

年
こ
ろ
の
古
図
や
明
治

五
年
廃
城
当
時
の
古
図
に
よ
る
と
、
南
方
中
央
入
口
に
は
桝
形
を
設
け
、
堀
端

に
棟
門
を
、
奥
に
単
層
櫓
間
が
あ

っ
た
が
、
今
は
桝
形
の

一
部
と
櫓
門
の
礎
石

を
存
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

ま
た
東
北
隅
に
も
大
桝
形
を
設
け
、
内
方
に
櫓
門
、
出
口
に
冠
木
間
が
あ

っ

た
が
、
こ
れ
も
く
ず
し
去

っ
て

一
部
を
残
す
ば
か
り
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
本
丸
内
に
は
、
東
方
南
寄
り
に
二
の
丸

へ
通
ず
る
櫓
門
と
、
石
塁

上
東
南
隅
と
西
南
隅
に
そ
れ
ぞ
れ
二
層
の
隅
櫓
が
あ

っ
た
。

御

田

里

塚

信
越
線
御
代
田
駅
の
東
踏
切
よ
り

県
道
佐
久
軽

井
沢
線

（旧
中
山
道
）
を
北

へ
二
〇
〇
研
、
右
手
畑
中
に
東
西
に
並
び
頂
に
桜
の
古
木
の
あ
る
二
基
の
高
塚

が
見
え
る
。
こ
れ
が
中
山
道
の
御
代
田

一
里
塚
で
、
現
在
は
両
塚
の
間
に
は
古

道
と
思
わ
れ
る
も
の
は
認
め
が
た
い
。

東
塚
は
中
山
道
よ
り
谷
地
沢
川
を
隔
て
て
九
研
の
地
点
に
存
し
、
塚
の
周
囲

本
丸
内
に
は
城
主
の
殿
舎
が
あ

っ
た
が
、
明
和
三
年
、
そ
れ
ま
で
園
地
で
あ

２

っ
た
三
の
丸
西
の
花
の
丸
に
殿
舎
を
移
し
、
以
後
城
主
の
居
所
と
す
る
よ
う
に
　
　
３

な

っ
た
。

二
の
丸
は
、
本
丸
外
の
堀
を
隔
て
て
、
本
丸
の
南
お
よ
び
東
西
の
三
方
に
凹

字
形
を
な
し
て
い
て
、
そ
の
外
方
に
南

。
東

。
西
に
桝
形
と
付
属́
の
櫓
問
が
あ

っ
て
、
さ
ら
に
東

。
南
二
方
の
桝
形
の
外
に
丸
馬
出
し
を
設
け
、
南
方
馬
出
し

の
そ
と
側
に
三
の
丸
と
花
の
丸
の
廓
を
構
え
、
大
手
間
は
三
の
丸
東
方
に
大
桝

形
と
大
御
門
と
称
す
る
平
櫓
門
を
お
い
て
、城
内
へ
の
正
面
入
口
と
し
て
い
た
。

武
田
氏
の
築
城
と
伝
う
る
も
の
は
県
内
に
数
多
い
が
、
松
代
城
は
そ
の
中
で

も
代
表
的
な
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
明
治
初
年
の
廃
城
と
と
も
に
二
の
丸
以

下
は
取
り
こ
わ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
本
丸
は
幸
い
残
る
こ
と
が
で
き
、
他
の

廓
以
下
も
そ
の
規
模
を
大
略
う
か
が
う
こ
と
の
で
き
る
ほ
ど
に
形
跡
を
留
め
て

い
る
。

所
在
地
　
北
佐
久
郡
御
代
田
町
字

一
里
塚

交
　
通
　
信
越
線
御
代
田
駅

四
〇
研
、
高
さ
四

・
五
研
棘
用
喘
輌
ノレに
‘

頂
面

の
直
径
四

・
五
研
、
塚
の
全
面
は

や
ぶ藪
と
芝
に
お
お
わ
れ
て
、桜
が
二
本
田
転

施
一五
〃
日
い
″
箱
随
記

植
え
ら
れ
て
い
る
。

西
塚
は
東
塚
よ
り

一
七
材
西
西
北
に
離
れ
て
あ
り
、
周
囲
四
〇
Ｍ
、
高
さ
五
研

棘
用
硼
輌
凛
て
、
頂
面
の
直
径
五

・
六
研
表
面
は
藪
と
芝
に
包
ま
れ
、
頂
上
に
三
本

の
桜
Ю
灯
翫
御
卦
敬
セ根
ン本菫”味Ю
針
Ｌ
メヽ
ー一卜■
嘲
卜一だ
鮨
ツ
〕が
あ
る
。
桜
は
両
塚

代



と
も
に
改
植
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
両
塚
と
も

一
見
中
山
道
と
は
全
く
関
係
な

い
位
置
に
、
旧
街
道
の
歴
史
を
秘
め
て
ほ
ぼ
原
状
の
姿
を
残
し
て
い
る
。

中
山
道
の
開
通
は
当
地
方
の
伝
承
で
は
、
文
藤
以
降
と
も
大
正
初
年
と
ｔ
，
い

い
、　
一
里
塚
の
設
け
ら
れ
た
の
は
、
慶
長
八
年
の
こ
と
と
す
る
が
何
れ
も
イ
‐
―
を

お
き
が
た
い
。幕
府
が
中
山
道
に
宿
駅
制
を
し
た
い
の
は
慶
長
七
・
八
年
こ
ろ
で

あ
り
、　
一
里
塚
の
築
造
は
慶
長
九
年
２

六
〇
四
）

一月
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。

徳
川
家
康
の
命
に
よ

っ
て
、
同
秀
忠
が
永

井
白
元

・
本
多
光
重
等
を

一
里
塚
奉
行
に

任
命
し
て
中
山
道
筋
の
幕
府
領

。
私
領
を

と
わ
ず
人
足
を
徴
発
し
て
街

道

を
修

理

し
、
日
本
橋
を
基
点
と
し
て

，
里

却
岬
自
¨

ご
と
に
道
の
両
側
に

一
里
塚
を
築
か
せ
、

塚
の
順
に
は
榎
な
ど
を
値
え
て
道
程
標
と

な
し
旅
情
を
慰
め
、
通
交
の
便
益
を
は
か

っ
た
。

そ
の
道

―――‐―
は
五
――――
‐，ｔ
ｒ
′ｔ‐‐
メ
ヽ
塚
は

五
――――
平
方
を
基
準
と
定
め
い
れ
た
が
、

こ

の
地
方
で
は
取
り
あ
え
す
従
来
の
道
路
を

つ
な
ぎ
合
せ
て
街
前
に

ぁ
て
次
補
に
手
を

加
え
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
幕
藩
体
制

が
整

つ
て
諸
人
名
の
―――
戸
参
観
か
し
げ
く

な

る

党

水ヽ
一
二
年

（
＾
」↑
一五
）
以
後
、

中
山
前
一も
根
本
的
に
改
修
す
る
必
要
に
迫

ら
れ
た
。

こ
の
際
の
大
改
修
に
よ

っ
て
こ

の

一
‐――
塚
も
中
山
道
の
西
側
に
置
き
去
り
に
な

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

中
山
道
は
こ
こ
か
ら
小
川
井
宿
を
経
て
鵜
縄
沢
端

一
里

塚
知
敵
粕
構
陛
乱
雄
祐
に

至
り
、
岩
村
田
荒
宿

・
八
日
市
場
を
経
て
、
平
塚

一
里
塚
を
過
ぎ
、
塩
名
田
宿

よ
り
御
馬
寄

．
里
塚

・
声
―１１
村

．
Ｉｌｌ
塚
に
通
じ
て
い
た
。
幕
府
で
は
街
道
の
改

修
ご
と
に

一
里
塚
の
位
置
を
移
さ
ず
、
従
来
の
塚
を
利
用
す
る
方
針
だ

っ
た
の

で
、
こ
の
御
代
田

一
里
塚
は
却

っ
て
安
泰
に
そ
の
遺
構
を
今
日
に
伝
え
た
も
の

66 徹JイてHl― |111塚 |'Ч均
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で
あ
る
。
な
お
、
追
分
宿

の

東
端
に
は
追
分

一
里
塚
締
聴
と。

潟
」
だ
靴
離
核
螂
椰
耕
が
街
道
を
は

さ
ん
で
南
北
に
相
対
し
、
さ

ら
に
追
分
宿
に
お
い
て
中
山

道
と
分
か
れ
た
北
国
街
道
に

も
、
馬
瀬
口
宿
近
く
、
今
は

街
道
よ
り
離
れ
て
馬
瀬
口

一

ｍ生
傷
＾
踊
畷
町。期
報
駐
縞
唯
一
雖
螺
嘲
脚

る
が
存
し
、

小
諸
唐
松

一
里

塚
に
通
じ
て
い
た
。

御
代
田

一
里
塚
は
、
浅
間

山
ろ
く
を
通
る
中
山
道
と
北

国
街
道
の
二
条
の
道
に
設
け

ら
れ
た

一
里
塚
中
で
東
塚

・

西
塚
と
も
に
完
全
な
遺
構
を

も
つ
代
表
的
な

存

在

で
あ

る
。
両
塚
は
畑
中
に
位
置
し
、
今
日
も
旧
中
山
道
を
行
く
人
々
の
心
を
と
ら
え

中
山
道
交
通
史
上
重
要
な
史
跡
で
あ
る
。
所
有
者
は
御
代
田
町
で
あ
る
が
、
今

後
さ
ら
に
こ
の
塚
の
環
境
を
整
備
し
、
現
存
の
形
態
を
長
く
保
存
さ
れ
、
も
っ

て
本
県
に
お
け
る

一
里
塚
の
模
式
的
遺
構
を
も
つ
史
跡
と
し
て
の
面
目
を
失
わ

ぬ
よ
う
要
望
す
る
。

な
お
、関
係
文
献
に
は
、当
代
記
三
、家
忠
日
記
増
補
十
仝
朝
野
旧
聞
褒
藁
五
百
七

-4∫―- t6-

＝
＝
一負‐

申

山

道
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寛
政
重
修
諸
家
譜
分
・井
た
麟
四
郊
諄
叢

・
往
還
日
記

・
北
佐
久
郡
志

・
御
代
田

一

中

野

県

庁

ｒ

重

跡

こ
の
史
跡
は
、
明
治
初
年
伊
那
県
中
野
出
張
所
に
続
い
て
中
野
県
庁
が
設
置

さ
れ
、
江
戸
時
代
に
は
南
信
濃
の
飯
島
陣
屋
と
並
ん
で
北
信
濃
に
お
け
る
幕
府

里
塚
振請観破勧銘霧
枢燃爾
念等
が
あ
る
。

所
在
地
　
中
野
市
大
字
中
野
字
旧
庁
。東
町
下
。中
町
下

交
　
通
　
長
野
電
鉄
線
信
州
中
野
駅

領
を
支
配
し
た
有
力
な
陣
屋
の
あ

っ
た
所
で
あ
る
。
地
域
は
、
中
野
市
の
市
街

部
、
中
町
よ
り
東
町
に
わ
た
り
、
陣
屋
当
時
は
、
東
西
八
六

・
四
Ｍ
、
南
北
六

‥
菫
Ｈ
】
ヨ
頑
可
が
静
・・■
卜
ｒ
〓
，

一一一一

四

・
八
研
、
総
坪
五
八
診
で
あ

つ
た
が
、
中
野

県
当
時
官
舎
の
建
て
増
し
に
迫
ら
れ
、
地
元
寄

附
に
よ

っ
て
、
南
門
外
に
東
西
七
二
研
、
南
北

二
七
研
、
総
坪
二
〇
診
が
拡
張
さ
れ
た
。

中
野
県
庁
の
主
要
建
物
は
陣
屋
当
時
の
も
の

を
使
用
し

た
が
、
明
治

〓
一年

（
一
八
七
〇
）
十

二
月
の
騒
動
で
焼
失
し
た
。
そ
の
た
め
隣
接
の

法
運
寺
を
仮
県
庁
と
し
、
本
庁
の
復
興
を
進
め

よ
う
と
し
た
が
、
同
四
年
七
月
木
庁
は
長
野
町

に
移
さ
れ
、
敷
地
は
払
下
げ
に
な

っ
た
。

雌
　
　
　
遺
跡
の
主
要
部
は
中
野
町
の
所
有
と
な
り
、

朝
　
　

ビヽ
」
に
研
智
学
校

榊
噺
前′‐、磐
が
創
建
さ
れ
、
そ
の

“
　
　
後
、
町
田
長
左
衛
門
氏
が
こ
の
建
物
を
譲
り
受

こ凱
　
　
け
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
陣
屋
小
路
に
面
し

７０
　
　
た
部
分
は
民
間
に
払
下
げ
ら
れ
、
そ
の
他
の
部
　
　
％

分
の
畑
地
に
も
逐
次
に
工
作
物
が
建
て
ら
れ
て



現
状
の
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
の
広

い

史
跡
の
中
で
当
時
の
遺
構
を
伝
え
る

も
の
に
は
、
長
さ

七

一
一
研
、
高

さ

一
・
八
研
、
内
外
の
石
垣
と
、　
一
陣

屋
の
井
戸
」
と
称
す
る
切
石
で
た
た

ま
れ
た
深
さ

一
二

・
六
Ｍ
に
及
ぶ
井

戸
と
、
陣
屋
時
代
か
ら
鎮
守
と
な

っ

て
い
た

「陣
屋
稲
荷
社
」
跡

就
鋼
麟
難

と
が
あ
る
。
か
つ
て
陣
屋
な
ら
び
に

旧
県
庁
合
の
あ

っ
た
地
点
に
は
、
現

在
中
野
市
中
央
公
民

館

と

柳

南
閣

酬
印
藤
材
衛
が
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
当

時

時
の
遺
構
を
認
め
得
な
い
。
　
　
　
　
つた

次
に
こ
の
史
跡
の
沿
革
の
大
要
を

激

述
べ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
江
戸
幕
府
財反

の
成
立
後
、
松
平
忠
輝
が
松
城

獅
科
　
・ ‐

に
封
ぜ
ら
れ
た
こ
ろ
、

高

井

郡

に

は
、
忠
輝
領
の
ほ
か
に
堀

・
小
笠
原
両
氏
の
所
領
と
中
野
お
よ
び
井
上
地
方
に

幕
府
領
が
あ

っ
た
。
忠
輝
の
改
易
後
、　
元
和
四
年

（
〓
２

八
）
四

月
、
中
野

附
近
の
幕
府
領
が
旗
本
河
野
氏
の
所
領
と
な
り
、
翌
五
年
七
月
、
福
島
正
則
の

高
井
野
晟
嶋
耕
郡
配
流
に
よ
り
、
そ
の
他
は
大
方
福
島
領
と
な

っ
た
。
し
か
し
寛

永
元
年

（
Ｉ
含
一四
）
七
月
、
正
則

の
死

後
ふ

た

た

び
幕
府
領
に
繰
り
込
ま

れ
、
陣
屋
は
西
条
市‐‐‐
野
と
金
井
銅
上
に
置
か
れ
た
。
そ
の
後
、　
慶
安
三
年

（
Ｔ
（

五
‐Ｄ
）
河
野
氏
が

中
野
領
を
離
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
所
領
は
幕
府
領
と
な

っ
た
の
で
、
西
条

・
金
井
等
の
陣
犀
は
河
野
氏
の
屋
敷
跡
に
移
さ
れ
、
い
よ
い

よ
こ
こ
が
高
井
郡
の
幕
府
領
の
中
心
と
な
り
、
代
官
天
羽
景
慶

眈
階
の
治
め
る

こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
時
よ
り
こ
の
陣
屋
に
は
多
少
の
変
遷
は
あ

っ
た
が
、
だ

い
た
い
高
井

・
水
内
両
郡
の
幕
府
領
を
管
結
し
て
幕
末
に
は
支

配

高

六

万
余

石
、
百
三
十
力
村
に
お
よ
ん
で
い
た
。

馴
蕪

72 中野県庁跡に建てられた中野市中央公民館 (
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明
治
維
新
、
信
濃
の
幕
府
領
は
名
古
屋
藩
の
取
締
り
を
経
て
、
明
治
元
年

（

一
八
六
八
）
八
月
、

伊
那
県
が
設
け
ら
れ
、

県
庁
は
上
伊
那
郡
飯
島
村
旧
陣
屋

跡
に
置
か
れ
た
。
そ
の
管
下
は
、
信
濃
豊
一河
に
わ
た
り
出
張
所

（分
局
）
は
中

野
。中
之
条
・御
影
・塩
尻
・足
助
の
五
カ
所
に
置
か
れ
、
創
業
の
県
政
所
務
は
い

ち
じ
る
し
く
渋
滞
を
き
た
し
た
。
こ
こ
に
お
い
て
本
県
は
、
政
府
に
二
県
分
割

統
治
の
意

・
見
書
を
提
出
し
て
そ
の
準
備
を
進
め
、
明
治
三
年
九
月
、
つ
い
に
中

野
県
分
置
が
布
告
さ
れ
た
。
よ
っ
て
中
野
県
は
北
信
濃
の
御
影

。
中
之
条
出
張

所
を
あ
わ
せ
て
管
轄
す
る
こ
と
に
な
り
、
官
員
も
権
知
事
以
下
二
十
六
名
と
定

め
ら
れ
、
東
京
出
張
所
も
設
け
、
追
分

・
和
田
両

宿
に
駅
逓
官
員
を
駐
在
さ
せ
、
総
高
十
五
万
余
石

を
支
配
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
と
こ
ろ
が
創
設
に

際
し
て
尽
力
し
た
山
下
黙
存
駄
鯵
事
は
中
之
条
出
張

所
廃
止
問
題
で
失
脚
し
、
伊
那
県
の
高
石
知
道

獣
参

が
代

っ
て
中
野
県
大
参
事
に
任
命
さ
れ
、
後
任
に

は
永
山
盛
輝
が
起
用
さ
れ
た
。
し
か
し
中
野
県
に

お
い
て
は
、
政
府
や
各
藩
で
濫
造
し
た
銭
札
に
加
　
垣

え
て
贋
造
の
銭
札
な
ど
も
流
布
し
、
打
続
く
凶
作
　
断

も
手
伝

っ
て
民
心
は
動
揺
し
、
同
年
十
二
月
、
つ
　

Ｄ

い
に
騒
動
と
な
り
、
県
庁
は
灰
儘
に
帰
し
、
焼
失
　
騨

家
屋
五
百
戸
、
罹
災
者
二
千
に
お
よ
ぶ
大
惨
事
と
　
Ｈ

な

っ
た
。
政
府
は
直
ち
に
近
藩
の
協
力
を
も
と
め
　
叫

て
暴
徒
を
鎮
圧
し
、
権
知
事
に
林
友
幸

規
部
を
任
　
．

命
し
、
法
運
寺
を
仮
県
庁
と
し
て
事
件
を
収
拾
せ
　
７

し
め
、
つ
い
で
立
木
兼
善
籠
知
事
を
そ
の
後
任
に
任
命
し
た
。
立
木
権
知
事
は
着

任
以
来
、
中
野
県
の
復
興
と
か
ね
て
懸
案
で
あ

っ
た
長
野
取
締
所
設
置

の
こ
と

で
政
府
に
折
衝
中
、
長
野
移
庁
の
意
向
に
傾
き
、
政
府
は
地
元
民
の
意
表
を
つ

い
て
突
如
同
四
年
六
月
、
中
野
県
を
廃
し
て
長
野
県
の
設
置
を
布
告
し
た
。
こ

う
し
た
波
瀾
に
と
ん
だ
中
野
県
の
治
政
は
、
わ
ず
か
十
力
月
で
終
木
を
つ
げ
、

同
年
七
月
七
日
、
立
木
権
知
事
以
下
官
員

一
同
長
野
町
に
移
り
、
こ
こ
に
新
興

長
野
県
の
開
庁
式
が
あ
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
史
跡
は
、
伊
那
県
庁

（飯
島
陣
屋
）
跡
と
相
な
ら
ん
で
南
北
信
濃
に
お

75 1日 稲荷社のあったところ74 標 識
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76 中野県庁 (中野陣屋)跡指定地域図

け
る
、
江
戸
幕
府
領
と
明
治
維
新
の
政
庁
の
あ

っ
た
重
要

な
史
跡
で
あ
る
。
し
か
し
騒
動
の
災
禍
や
そ
の
後
の
変
遷

で
、
現
在
の
こ
る
遺
構
と
し
て
は
石
垣
と
井
戸
、
旧
稲
荷

社
跡
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
の
環
境
を
と
と
の
え
て
特
に
保

存
の
道
を
講
ぜ
ら
れ
た
い
も
の
で
あ
る
。

以
上
中
野
県
庁

（中
野
陣
屋
）
跡
の
関
係

資

料

と

し

て
、
寛
政
重
修
諸
家
譜

。
中
野
県
史
料

。
綿
貫

家
御

用

留

・
山
岸
家
御
用
留

。
安
藤
日
記

。
当
御
陣
中
絵
図
面
、

咽統靱粋維期財
卿
。飯
島
村
誌
等
が
あ
る
。
な
お
、
金
井
喜

久

一
郎
論
考

「
中
野
県
創
建
の
当
時
」
稲
理

・
「
中
野
県

下
騒
擾
前
の
世
相
」
一媚
報
針

。
「
中
野
県
下
の
騒
擾
罪
躍

。
「
中
野
県
か
ら
長
野
県

へ
」
弔
鰹
が
あ
る
。
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御

影

陣

跡

御
影
陣
屋
は
、
御
影
新
田
の
村
落
東
寄
り
に
あ
る
。
御
影
新
田
を
東
西
に
通

ず
る
道
路
端
に
古
め
か
し
い
高
札
場
が
あ

っ
て
、
こ
れ
と
道
路
を
隔
て
た
北
に

石
造
り
の
鳥
居
と
そ
の
奥
に
南
面
し
た
社
殿
が
あ
る
。
こ
こ
が
御
影
陣
屋
の
あ

っ
た
と
こ
ろ
で
、
高
札
場
も
陣
屋
所
在
当
時
か
ら
の
も
の
で
、
も
と
は
木
柵
を

め
ぐ
ら
し
て
あ

っ
た
が
、
今
は
取
り
払
わ
れ
て
い
る
。

当
時
の
陣
屋
の
規
模
は
、
高
札
場
の
あ
る
通
路
化
に
辮
膠
を
設
け
、
幅
二
間

半

（四
。
墓
テ

ー
ト
ル
）
の
問
道
を
二
十

一
間

公
一一八
メ
ー
ト
ル
）
行

っ
た
所
に

奥
行
二
間

会
千

六
二ハ
メ
ー
ト
じ

．
梁

間

二

間

（四
。
五
一ア

ー
ト
ι

半

の

所
在
の
場
所
　
小
諸
市
大
字
御
影
新
田
字
屋
敷

交
　
　
　
通
　
信
越
線
平
原
駅

ら
れ
て
い
て
、
裏
門
は
東
側
塀

の
中
央
辺

に
あ

っ
た
。

御
影
陣
屋
は
、
元
隷
十
二
年

（西
紀
一
六
九
九
年
）
御
影
新
田
柏
木
小
右
衛
門

の
屋
敷
内
に
は
じ
め
て
陣
屋
を
構
え
、
伊
那
飯
島
陣
屋

・
埴
科
坂
木
陣
屋
の
兼

任
代
官
高
谷
太
兵
衛
が
代
官
所
と
し
た
の
に
は
じ
ま
り
、
管
轄
村
は
時
に
よ
っ

て
変
動
は
あ

っ
た
が
、
九
十
箇
村
三
万
石
に
及
ん
だ
こ
と
も
あ

っ
た
。

御
影
陣
屋
が
幕
府
代
官
所
と
し
て
職
務
を
行
な

っ
た
の
は
、
元
緑
十
二
年
か

ら
享
保
四
年
ま
で
の
二
十

一
年
間
、
た
だ
し
嘉
永
四
年
表
門
再
建
の
時
の
棟
札

に
は
享
保
七
年
ま
で
と
し
て
あ
る
。
次
い
で
寛
延
二
年

（西
紀

一
七
四
九
年
）
か

ら
安
永
六
年
ま
で
の
二
十
九
年
間
、

（ン」
の
間
は
坂
木
陣
屋
代
官
兼
務
）
っ
づ

い

て
安
永
七
年
間
か
ら
文
政
七
年
ま
で
四
十
七
年
間
、
九
人
の
代
官
が
専
任
代
官

と
し
て
所
管
し
、
文
政
八
年
か
ら
慶
応
四
年
ま
で
の
四
十
四
年
間
十
四
人
の
代

官
が
、
埴
科
郡
中
之
条
陣
屋
に
い
て
御
影
代
官
所
の
所
管
を
兼
ね
た
。

し
た
が

っ
て
、　
一
期
二
十

一
年
、
二
期
通
算
百
二
十
年
、
合
せ
て
百
四
十

一

耽
難
四き

脚
F]
が
あ
つ

て

「1
に
続
い
て

そ
の

西t
脇き
に

南
ゴヒ
三
間

東
西
二
間
半

tコ ぁ雇
震嘉塞誓

77 御影陣屋正面四脚門棟札
嵩  曇 a 寡詠
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79 御影陣屋跡指定地域図



年
の
間
、
幕
府
代
官
が
こ
こ
を
陣
屋
と
し
て
民
政
を
行
な
っ
た
。

陣
屋
当
時
の
建
物
と
し
て
今
残

っ
て
い
る
も
の
は
、
廓
内
北
方
に
あ

っ
た
稲

荷
社
が
、
社
前
に
あ

っ
た
石
灯
籠
六
基
お
よ
び
石
鳥
居
と
と
も
に
元
陣
屋
の
正

間
の
位
置
に
移
建
さ
れ
て
残

っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
嘉
永
四
年
四
月

再
建
の
陣
屋
正
門
は
現
在
同
市
森
山
の
塩
川
氏
の
正
間
に
移
建
さ
れ
て
現
存
じ

て
い
る
。井

上

氏

城

跡

ロ イ

所
在
地
　
須
坂
市
大
字
井
上
字
御
堀

″
　
　
　
須
坂
市
大
字
井
上
字
金
日

二父
　
通
　
長
野
電
鉄
河
東
線
井
上
駅

こ
の
城
跡
は
、
信
濃
源
氏
井
上
氏
の
本
拠
で
、
そ
の
居
館
は
小
坂
神
社
艇
欄
式

の
北
、
現
在
リ
ン
ゴ
園
と
な

っ
て
い
る
字
御
堀
の
地
籍
に
あ
る
。
館
跡
の
西
南

際
の

一
部
が
好
き
と
ら
れ
て
い
る
方

一
町
」
Ю
′レフし
メ
ほ
ど
の
平
た
ん
地
で
、
こ
れ

を
め
ぐ

っ
て
堀
跡
が
あ
り
、
南
側
と
西
側
と
特
に
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
。
居

館
の
東
方
と
南
方
は
山
城
に
、
北
方
は
鰯
鵬
に
囲
ま
れ
、
前
面
西
方
に
は
獣
沢

な
水
田
が
開
け
、
湧
泉
地
帯
に
近
く
位
置
し
て
い
る
。
故
老
の
語
る
と
こ
ろ
、

館
の
南
欠
け
地
の
近
く
か
ら
金
銅
観
音
像
哺
屋
一約卸
約
一セレ
貯
酔
卸
の
は
か
、
多
く
の

五
輪
塔
が
出
土
し
て
お
り
、
ま
た
東
北
部
に
は
近
年
ま
で
蕗
の
自
生
し
て
い
た

俗
に

「
馬
の
飲
水
」
と
称
し
て
い
た
湿
地
が
あ

っ
て
、
そ
の
近
く
に
二
抱
え
は

ど
も
あ
る
カ
キ
の
巨
木
∝
∝
年
も
あ
り
、
北
西
部
に
は
最
近
ま
で
人
家
も
あ

っ
た

が
こ
の
附
近
で
は
井
戸
の
深
さ
は
約
ニ
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
と
い
う
。
御
堀
の
東

に
接
し
て
字
馬
場
が
あ
り
、
こ
こ
に
は
現
在
石
祠
の
ま
わ
り
に
五
輪
塔
の
断
片

居
館
大
城

寸紺警

難
聰

聯
80 井上氏城跡を示す元禄ころの絵図
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が
集
積
さ
れ
て
い
る
。

大
城
は
、
こ
の
居
館
の
本
城
で
、
居
館
の
南
方
綿
内
地
区
を
限

っ
て
大
洞
山

よ
り
西
方
に
張
り
出
し
た
比
高
九
〇
研
の
尾
根
に
構
築
さ
れ
て
い
る
。
大
城
の

大
手
は
狐
崎
か
ら
十
九
構
地
籍
を
尾
根
伝

い
に
小
城
を
経
て
、
四
条
の
空
堀
を

越
え
て
大
城
に
向
う
線
と
、
大
洞
山
よ
り
下

っ
て
六
条
の
空
堀
を
経
て
大
城
に

向
う
線
と
二
方
面
が
あ
り
、
両
斜
面
と
も
急
峻
で
、
鎌
倉
時
代
ご
ろ
に
さ
か
の

ぼ
る
古

い
構
築
地
型
を
も

っ
て
い
る
。
北
面
の
場
手
に
は
、
電
光
形
に
登
る
道

が
開
か
れ
、
こ
れ
に
沿

っ
て
平
た
ん
に
切
り
な
ら
さ
れ
た
段
郭
が
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
に
認
め
ら
れ
、
本
郭
に
至

っ
て
い
る
。
こ
の
道
は
ま
た
ふ
も
と
の
浄
運
寺
の

境
内
に
通
じ
て
い
る
。
峰
に
は
本
郭
を
中
心
に
二
の
郭

・
三
の
郭
が
二
段
に
設

け
ら
れ
て
南
面
の
敵
に
備
え
、
北
陰
に
は
広

い
郭
を
設
け
て
あ
る
点
は
注
目
さ

れ
る
。
こ
の
山
城
に
立
て
ば
、
川
中
島
地
方
を
双
眸
に
あ
つ
め
う
る
こ
と
が
で

き
、
ま
こ
と
に
戦
略
上
の
要
害
で
あ
る
。

ま
た
大
城
の
東
方
高
甫
地
区
と
の
境
を
南
北
に
延
び
た
比
高

一
〇
〇
材
の
尾

根
に
は
竹
の
城
が
あ
り
、
根
小
屋
の
土
栗
部
落
に
は
宝
筐
印
塔

・
五
輪
塔
が
多

く
集
め
ら
れ
て
い
る
井
上
氏
の
墓
地
と
称
す
る
小
丘
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
峠
越

え
に
仁
礼
方
面
に
通
ず
る
古
道
が
あ
り
、
な
お
、
山
城
の
延
長
は
東
部
山
岳
地

帯
に
あ
る
木
曾
殿
城
に
至

っ
て
い
る
。

井
上
地
方
に
は
平
安
時
代
に
高
位
牧
が
あ
り
、
そ
の
出
自
を
源
頼
信
の
子
頼

季
と
称
す
る
井
上
氏
は
、
は
や
く
こ
の
地
に
館
し
て
栄
え
、
保
科

。
小
河
原
氏

を
配
下
と
し
、
治
承
四
年

（
一
一
八
〇
）
に
は
井
上
光
盛
が

木
曾
義
仲
に
応
じ

て
起
ち
、
横
田
河
原
合
戦
に
あ
ら
わ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
頼
朝
に
う
と
ま

れ
て
逼
塞
す
る
に
至

っ
た
が
、　
一
族
の
村
山

。
高
梨

・
須
田

・
米
持

・
楡
井
等

一
■
Ｊ

，

81 井上氏居館跡
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82 井上氏居館跡略図

Ｎ
Ｉ

の
諸
氏
は
鎌
倉
幕
府
御
家
人
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
ま
た
井
上
氏

一
族
か
ら

い
で
て
宗
教
界
に
名
を
な
し
た
高
僧
に
は
、
真
宗
の
善
性
、
禅
宗
の
無
関
普
門

獣醐
。が
朧
祥
既
臨鵬
・貯
Ｌ
計
剣
無脚
・可
嶋
薇
だ
Ｍ購
・壺
峰
難
機
ぃ酢醜は
。

仁
如
集
尭
等
が
あ
り
、
戸
隠
山
顕
光
寺
の
別
当
と
な
る
も
の
も
あ

っ
た
。
南
北

朝
時
代
よ
り
室
町
時
代
に
か
け
武
人
と
し
て
の
井
上
氏
の
活
動
は
次
第
に
活
渡

に
な
り
、
綿
内

。
狩
田

。
長
池

。
高
田
等
の
分
家
を
も
ち
、
宗
家
を
中
心
の

一

族
の
活
動
が
目
覚
し
く
な

っ
て
き
た
。
そ
の
後
武
田
信
玄
の
進
攻
に
よ
り
、
井

上
家
は
二
派
に
岐
れ
、
源
六
郎
信
満
等
は
越
後
に
お
も
む
き
、
綿
内
氏

一井雄

・

仁
礼
衆
は
と
も
に
武
田
方
に
服
し
残
留
し
た
。
し
か
し
天
正

一
〇
年

（
一
五
八

二
）
こ
の
地
方
は

上
杉
景
勝
領
に
な

っ
た
の
で
、
源
六
郎
等
は
還
住
す
る
こ
と

Y

全飼颯古感出it

I

年  御  堀

44

82 井上氏居館跡指定地域図



84 丼上氏大城跡
が
か
な
い
、
た
ま
た
ま
海
津

城
代
に
抜
櫂
さ
れ
た

一
族
の

須
田
満
親
を
助
け
川
中
島
地

方
の
混
乱
を
鎮
め
る
こ
と
に

尽
力
し
た
。

慶
長
三
年

（
一

五
九
へ
）
上
杉

氏
の
会

津
移

封
に
と
も
な
い
井
上
氏

一
族

も
あ
げ
て
こ
の
地
を
退
去
し

た
。
そ
の
後
こ
の
居
館
は
幕

府
領
の
陣
屋
と
な
り
、　
一
時

小
笠
原
忠
知
の
陣
屋
に
使
用

さ
れ
た
も
の

の

よ

う

で
あ

２つ
。こ

の
井
上
氏
城
跡

の
居
館

に
お
い
て
は
、

こ
れ
を
め
ぐ

る
堀
が
埋

め
ら
れ
て
道
路
と

な

っ
た
部
分
も
あ
る
が
、
南

側
よ
り
西
側

に
か
け

て
は
、

ほ
ぼ

一
月
高
さ
の
ｉｉｔ
が

の
こ

り
、
そ
れ
に
沿

っ
て
は

っ
き

り
と
認
め
ら
れ
る
堀
跡
の
現
状
は
是
非
と
も
保
存
す
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
大
城

に
あ

っ
て
は
、
本
郭
を
は
じ
め
諸
郭

・
空
堀

・
楊
手
の
登
り
道
等
の
遺
構
は
附

属
の
山
城
と
あ
わ
せ
て
保
護
し
、
雄
族
井
上
氏
の
山
城
に
ふ
さ
わ
し
い
景
観
を 85 リト11氏大城r71・指定地域図
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｀ N

86 井上氏大城・小城跡略図

保
持
す
る
よ
う
要
望
し
た
い
。

こ
の
城
跡
に
関
す
る
資
料
と
し
て
は
、
信
濃
史
料

ｏ
上
高
井
誌
＝
歴
史
篇

・

井
上
村
絵
図
翫
熙
針
順
酢
研
へ月
Ｆ
Ｍ
・
長
野
県
史
暗
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告

醐
五

等
が
あ
る
。

46
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長

野

県

天

然

記

念

物

87 松島 TE塚古墳標識・Jι明板
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諏
訪
大
社
上
社
社
叢

八
方
屋
根
高
山
植
物
帯

武
水
別
神
社
社
叢

木

下

の

ケ

ヤ
キ

48



諏

訪

大

社

上

社

社

叢

諏
訪
大
社
上
社
は
、
諏
訪
市
中
洲
神
官
寺
部
落
の
北
端
に
守
屋
山
を
御
神
体

と
し
て
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
社
叢
は
も
と

一
一九

・
七
五
二
惨

（三
〇
町
歩
）
に
も
及
ぶ

大
規
模
の
も

の
で
あ

っ
た
が
、
台
風
の
被
害
そ
の
他
の
理
由
で
大
部
分
に
手
が

つ
け
ら
れ
、

今
で
は
標
高
八
〇
〇
―

一
、
○
○
○
研
に
及
ぶ
東
北
に
面
し
た
神
社
つ
づ
き
の

部
分
だ
け
が
残
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
山
ろ
く
す
な
わ
ち
神
社
の
社
殿
の
周
囲
は
、
ス
ギ

・
サ
ワ
ラ

・
カ
エ
デ

・
ケ
ヤ
キ

・
サ
ク
ラ
な
ど
栽
植
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
も
多
い
が
、
そ
れ
で

も
ケ
ヤ
キ

・
イ
チ
イ

・
ハ
リ
モ
ミ

。
フ
ジ
キ

・
カ
ラ
マ
ツ
な
ど
の
大
木
の
見
事

な
も
の
が
あ
る
。
神
社
２
つ
き
の
中
腹
斜
面
は
ク
リ

・
カ
エ
デ

・
フ
ジ
キ
な
ど

を
主
と
し
て
ト
チ

・
サ
ワ
グ
ル
ミ

・
ハ
リ
ギ
リ

・
コ
ブ
シ

・
ホ
オ
ノ
キ

・
コ
ナ

ラ

・
カ
ツ
ラ

・
エ
ノ
キ

・
ム
ク
ノ
キ

・
ミ
ズ
キ
な
ど
多
種
類
の
落
葉
樹
が
茂

っ

て
い
る
。
さ
ら
に
上
部
は
ア
カ
マ
ツ
や
ツ
ガ
の
針
葉
樹
が
主
な
も
の
で
そ
の
発

育
は
す
ば
ら
し
い
。

こ
れ
ら
木
本
類
だ
け
で
も

一
六
〇
余
種
を
数
え
る
こ
と

が

で
き
る
と
い
う

が
、
こ
の
う
ち
常
緑
植
物
は
ア
カ
マ
ツ
・
ツ
ガ

・
カ
ヤ
な
ど
針
葉
樹
を
含
め
て

一
五
種
に
す
ぎ
な
い
。
常
緑
広
葉
の
も
の
は
た
だ
の
四
種
だ
け
し
か
な
い
と
い

う
純
落
葉
樹
林
に
近

い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
中
部
日
本
に
お
け
る
古
来

の
林
相
の
姿
を
そ
の
ま
ま
示
す
も
の
で
、
ま
こ
と
に
貴
重
な
存

在

で
あ

る
。

所
在
地
　
諏
訪
市
大
字
甲
洲
字
官
山

交
　
通
　
中
央
線
上
諏
訪
駅

88 諏訪大社上社社叢全景 (小島氏提供)
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89 諏訪大社叢指定地域図

そ
の
う
え
ク
リ
に

つ

い

て

み
る

と
、
周
囲
ニ
ー
五
研
に
も
及
ぶ
古

木
が
三
〇
〇
本
に
も
及
び
、
分
布

上
お
も
し
ろ
い
フ
ジ
キ
も
幹
囲

一

研
―
二
材
の
も
の
が
三
〇
木
く
ら

い
自
生
し
、
さ
ら
に
カ
ニ
ア
の
類

は
種
類
が
多
く
古
木
が
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
林
相
に
加
え
て
、
こ
の

斜
面
に
は
三
本
の
小
渓
流
と
水
こ

そ
な
い
が
湿
地
に
富
ん
だ
谷
合
い

が
三
つ
あ
り
、
サ
サ
の
類
が
少
な

い
た
め
灌
木

。
草
本
の
種
類
も
多

く
生
育
も
す
ば
ら
し
い
。
木
本
を

含
め
て
そ
の
種
類
は
九
六
科
六
〇

〇
種
に
近

い
と
い
う
。
特
に
中
腹

の
林
相
が
保
護
す
べ
き
重
要
な
部

分
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
社
叢
を
構
成
す
る

植
物
に
は
、
本
州

西
部

に
自
生

し
、
本
県
中
北
部
に
は
見
ら
れ
な

い
ア
ワ
モ
リ
シ
ョ
ウ
マ
・
ヤ
マ
グ

ル
マ
。
モ
リ
イ
バ
ラ

。
セ
ツ
プ
ン

ソ
ウ

。
カ
ザ
グ
ル

マ
な

ど

が
育

50



ち
、
タ
マ
ア
ヂ
サ
イ

・
ゴ
ゼ
ン
タ
チ
バ
ナ

・
ベ
ニ
バ
ナ
イ
チ
ャ
ク
ソ
ウ

・
レ
ン

プ
ク
ソ
ウ
な
ど
の
よ
う
に
、
本
州
北
部
ま
た
は
深
山
の
も

の
も

滉
生
し
て
い

る
。
そ
の
う
え
ヤ
マ
ブ
キ
ソ
ウ
や
ニ
リ
ン
ソ
ウ

・
ミ
ヤ
マ
イ
ラ
ク
サ

ｏ
ウ
ワ
バ

ミ
ソ
ウ
な
ど
の
ほ
か
、
い
く
つ
も
の
草
本
の
大
群
落
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
ス
ヮ
ス
ミ
レ
の
よ
う
に
こ
こ
の
特
産
と
い
わ
れ
る
も
の
を
含
め
て
ス
ミ

ン
だ
け
で
も
二
〇
種
類
を
下
ら
な
い
。

八

方

尾

根

高

山

植

物

帯

八
方
尾
根
、
ケ
ー
ブ

ル
の
終
点
兎
平
か
ら
唐
松
岳

へ
の
登
山
道
に
沿
い
、
南

股
の
谷
を
へ
だ
て
、
自
馬
岳
高
山
植
物
帯
に
面
し
た
北
斜
面

一
帯
で
、
北
尾
根

こ
の
よ
う
に
本
社
叢
は
ほ
と
ん
ど
が
落
葉
樹
で
構
成
さ
れ
、
古
木
を
交
え
て

多
種
多
様
の
種
類
と
い
く
つ
も
の
美
し
い
植
物
群
落
を
同

一
箇
所
で
見
ら
れ
る

こ
と
は
珍
し
い
。
植
物
地
理
の
う
え
か
ら
も
、
分
類
学
上
か
ら
も
、
特
に
生
態

学
的
に
み
て
学
術
的
に
貴
重
な
資
料
を
そ
な
え
て
い
る
。
じ
ゅ
う
ぶ
ん
保
護
を

要
す
る
社
叢
で
あ
る
。

参
考
　
飛
旧
広
　
官
幣
大
社
諏
訪
神
社
上
社
社
叢

所
在
地
　
北
安
曇
郡
白
馬
村
大
字
北
城

交
　
通
　
大
糸
線
白
馬
駅

９０

　

ィ

ヮ

ィ

チ

ョ

ウ

（
上

）

９．

　

ュ
キ

ヮ

リ

ソ

ウ

傘
Ｐ
）
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に
は
じ
ま

っ
て
唐
松
岳
頂
上
に
い
た
る
広
大
な
地
籍
で
あ
る
。

こ
の
斜
面
の
ほ
と
ん
ど
は
急
傾
斜
で
あ
る
か
ら
、
く
ず
れ
る
雪
の
た
め
上
部

を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
が
灌
木
林
と
砂
れ
き
地
で
、
こ
こ
に
は
高
木
は
育

っ
て
い

な
い
。
し
か
し
こ
の
附
近
で
も
山
り
ょ
う
の
い
た
だ
き
だ
け
に
は
ダ
ケ
カ
ン
バ

の
高
木
が
立
ち
並
び
、
さ
ら
に
八
方
池
か
ら
上
部
は
ダ
ケ
カ
ン
バ
を
主
と
し
た

高
木
林
で
、
お
お
わ
れ
て
、
そ
の
上
部
は
高
山
植
物
帯
で
あ
る
。

こ
の
下
部
の
地
域
は
標
高
に
し
て

一
、
五
〇
〇
？
二
、
○
○
Ｏ
Ｍ
に
す
ぎ
な

い
が
、
最
下
部
の
北
尾
根
に
は
じ
ま

っ
て

一
部
に
は
ヒ
メ
コ
マ
ツ
や
ク
ロ
ベ

・

ク
ロ
マ
メ
ノ
キ
な
ど
墜
父
っ
て
、　
ハ
イ
マ
ツ
や
タ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
が
生
育
し
、

砂
れ
き
地
に
は

ユ
キ

ワ

リ
ソ
ウ

・
シ
ロ
ウ

マ
ア

サ
ツ
キ

・
ミ
ヤ

マ
ウ
イ

キ

ョ
ウ

・
ミ
ヤ

マ
ア
ズ

マ
ギ
ク

・
ミ
ヤ

マ
ム
ラ

サ
キ

。
タ
カ
ネ
セ
ン
ブ

リ

・
ム
シ
ト
リ
ス
ミ
レ

・
チ
ン
グ

ル
マ

。
オ
オ

タ
カ
ネ
イ
バ

ラ
な
ど
が

あ
り
、
雪
ど
け

の
お
そ

い
斜
面
や
窪
地
は
湿
地

や
沼
沢
池
と
な

っ
て
、

そ

こ
に
は
カ
ラ
イ
ト
ソ

ウ

・
タ
テ
ヤ

マ
ウ

ツ
ボ

93 八方尾根

92 尾根の上にだけ育つ高木 (ダケカンバ)
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・
イ

ワ
イ
チ

ョ
ウ

。
ム
ツ
ト
リ
ス
ミ

レ

・

キ

ン

コ
ウ
カ
な
ど

の
ほ
か
に
オ
オ

コ
メ
ツ

ツ
ジ

・
ム
ラ
サ
キ
ヤ

シ
オ

ツ
ツ
ジ

・
ウ
ラ

ジ

ロ
ナ
ナ
カ
マ
ド
な
ど
の
灌
木
も
よ
く
育

っ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
高
山
ま
た
は
北
地

の
植
物
で
あ
る
た
め
高
山
帯
の
灌
木
林
や

高
山
草
原
そ
の
ま
ま
の
様
相
を
皇
し
て
い

る
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
植
物
の
垂
直
分
布
の
う
え

か
ら
み
て
、
た
い
へ
ん
興

味

深

い
現
象

で
、
下
部
に
高
山
植
物
帯
の
植
物
が
あ

っ

て
高
度
を
増
し
て
か
ら
高
木
林
が
現
れ
る

と
い
う
逆
分
布
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は

雪
渓
周
辺
の
小
部
分
の
場
合

を

除

い

て

は
、
他
に
そ
の
類
例
の
見
ら
れ
な
い
こ
と

で
あ
る
。

そ
の
う
え
下
部
の
高
山
植
物
帯
は

一
、

五
〇
〇
研
と
い
う
い
ち
じ
る
し
く
標
高
の

低
い
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
、
北
海
道
地
方
な
ら
ば
と

も
か
く
と
し
て
、
当
地
方
に
は
き
わ
め
て
珍
し
い
現
象
の

一
つ
と
い
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
地
域
は

エ
ゾ
ユ
ズ
リ

ハ
・
タ
ム
シ
バ

。

オ
オ
イ
タ
ド
リ

。
マ
ル
バ

マ
ン
サ
ク

・
ナ
ガ

ハ
シ
ス
ミ
ン
な
ど
の
日
本
海
系
の

植
物
が
た
く
さ
ん
入
り
く
ん
で
い
る
こ
と
も
み
の
が
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

植
物
分
布

の
う
え
か
ら
み
て
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
貴
重
な
資
料
を
豊
富
に

も

っ
た
地
域
で
あ
る
。

95(上 )ハ イマツ 96(下 )ミ ヤマムラサキ

54



武

水

別

神

社

社

叢

武
水
別
神
社
の
境
内
は
、　
一
七
、
　

一
四
八
平
方
Ｍ
で
、
　
ケ
ヤ
キ
が

一
二
六

本
、
中
に
は
日
通
り
三
研
以
上
の
も
の
が
二

一
本
、
ス
ギ
が

一
九
七
本
、
ソ
メ

字 前 り|1原

所
在
地

交
　
通

寧ジ傑下

更
埴
市
大
字
八
幡
字
芝
官

信
越
線
屋
代
駅

篠
ノ
井
線
稲
荷
山
駅

篠
ノ
井
線
嬢
捨
駅

イ
ョ
シ
ノ
三
二
本
、
ヒ
ノ
キ

一
二
本
、　
エ
ノ
キ

一
〇
本
、
ヤ
マ
モ
ミ

エ
ザ
ク
ヱ

ニ
木
、
オ
ニ
グ
ル
主

一本
、
ヒ
了
フ
ヤ
シ
ー
ダ
ー
ニ
本
、
ニ
ジ
四
本

ヤ

セ
ア
カ
シ

97 武氷別神社社叢指定地域図
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一一
醤

９８
　
武
水
別
神
社
社
叢
遠
景

９９
　
武
水
別
神
社
社
叢
近
景

主

一本
、

サ
ン
シ

ョ
ウ
、

サ
イ
カ
チ
、　
不
ズ

ミ
サ
シ

属
、

卜

不
リ

コ
ハ
ノ
ヵ

エ

デ
、

ヒ
イ
ラ
ギ
、

イ
チ

ョ

ウ
、
イ
チ
イ
、

ア
オ
キ
、

サ
ル
ス
ベ
リ
、

マ
ユ
ミヽ
、

ズ
タ
セ

コ
イ

ヤ
、
　

コ
ガ

キ
、
　

エ
ン
ジ

ュ
、
　
イ
ブ

キ
、　
ニ
ワ
ウ
ル
シ
な
ど
各

一
本
が
あ
る
。

比
較
的
小
さ
な
木

の
大

部
分
は
神
社

の
周
辺
に
あ

り
、
巨
木
は
ケ
ヤ
キ
で
目

抜
き

の
場
所

に
あ
る
。

し

た
が

っ
て
外
観

ケ
ヤ
キ
の

純
林

の
よ
う
に
見
え
る
。

沖
積
層

の
平
た
ん
地
で

民

家

に

接

し
た
と
こ
ろ

に
、

こ
れ
だ
け

の
面
積
と

樹
木
数
を
も

つ
社
叢

は
、

北
信
地
方

で
は
他
に
み
ら

れ
な

い
。

藤熱
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木
ノ
下
の
ケ
ヤ
キ

上
伊
那
郡
箕
輪
町
人
字
中
箕
輪
字
芝
官

飯
田
線
木
ノ
ド
駅

木

ノ
ド

の
ケ
ヤ
キ
は
、
双
葉
保
育
園

の
庭

の
す
み
に
あ

っ
て
、
日
通
り
幹
囲

．
●

・
三
五
研
。

Ｌ
に
ル
く
と
か
え

っ
て
大
く
な

っ
て
い
る
。

五
材
し‐
で
枝

か

四
木

に
分
か
れ
て
中
心
の
も
の
が
最
も
太
く
高
さ
は
二
五
研
に
も
達
し
て
い
る

ケ
ヤ
キ
は
、　
ニ
レ
科

ケ
ヤ
キ
属

で
、
北
海
道
を
除

い
て
全
国

い
た
る
と

こ
ろ

の
平
地
や
丘
陵
地
に
育
ち
、
特

に
関
東

・
中
部
地
方

の
広
葉
落
葉
樹
を
代
表
す

る
も
の
の

＾
つ
で
あ
る
。
人
木
に
な
る
樹
種

で
あ

っ
て
、
古
く
か
わ
神
社
寺
院

交 ,'「

`:
,重  J也

1004く ′卜のケヤキ

i)/

lol ィ(ノ トのケヤキ全景



並
木
な
ど
と
し
て
栽
植
さ
せ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
県
内
に
も
大
木
も
少
く
な

い
が
、
材
質
が
良
い
た
め
次
々
と
切
ら
れ
て
い
く
こ
と
も
や
む
を
え
な
い
こ
と

で
あ
ろ
う
。
県
内
に
大
木
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
も
の
が
か
つ
て
は
四
十
数
木

あ

っ
た
。
し
か
し
そ
れ
も
、
今
で
は
枯
れ
た
り
、
倒
れ
た
り
、
な
ん
ら
か
の
理

由
で
切
ら
れ
た
り
し
た
も
の
だ
け
で
も
十
本
近
く
あ
る
の
で
、
そ
の
数
は
だ
ん

だ
ん
少
な
く
な

っ
て
き
て
い
る
。

木
下
の
ケ
ヤ
キ
は
、
古
く
か
ら
芝
官
の
ケ
ヤ
キ
と
い
っ
て
、
土
地
の
人
が
親

し
ん
で
き
た
も
の
で
あ
る
。
太
さ
に
お
い
て
県
下
第

一
の
も
の
と
い
う
だ
け
で

は
な
く
、
枝
の
損
傷
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
、
樹
勢
が
い
ち
じ
る
し
く
盛
ん
で

あ
る
こ
と
、
ケ
ヤ
キ
特
有
の
樹
姿
の
整

っ
て
い
る
と
い
う
す
べ
て
の
点
か
ら
県

下
に
こ
の
右
に
で
る
も
の
は
な
い
。
歴
史
を
こ
え
て
長
い
風
雪
に
堪
え
て
き
た

た
く
ま
し
さ
を
じ

ゆ
う
ぶ
ん
味
い
う
る
巨
木
で
あ
る
。

（
執
筆
　
山
崎
林
治
）

中μ》哺 ill ,P
箕 ヽ

鶉
獅
鰺
渕

i撃消
一の

キ

木

ヤ

．／
ハ
一 「ノド

Ｊ

LA、

)

102 木 ノ下のケヤキ指定地域図
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